
まちの総合情報誌
KUMIYAMA TOWN PUBLIC RELATIONS

燃
え
上
が
る
炎
に
無
病
息
災
願
う

　
正
月
の
火
祭
り
行
事
、「
と
ん
ど
」
が
1
月
11
日
、
東
一
口
の
大
池
神
社
東
側

の
田
ん
ぼ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
と
ん
ど
は
、
左
義
長
と
も
呼
ば
れ
、
町
内
で
も
数
か
所
で
伝
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

中
で
も
東
一
口
の
と
ん
ど
は
、
高
さ
10
メ
ー
ト
ル
に
も
及
ぶ
重
厚
な
も
の
で
、
京

都
府
の
無
形
民
俗
文
化
財
に
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
各
家
々
か
ら
持
ち
寄
っ
た
注し

め

な

わ

連
縄
や
松
飾
り
、書
初
め
な
ど
が
中
に
入
れ
ら
れ
、

夜
明
け
と
と
も
に
点
火
、勢
い
よ
く
燃
え
上
が
る
炎
に
無
病
息
災
を
願
い
ま
し
た
。

主な内容
防火・防災の決意新たに
おめでとう二十歳！　新成人 力強く第一歩
所得税の確定申告、町・府民税の申告
全国学力・学習状況調査結果から
インフォメーション
保健予防のコーナー
みんなの広場

■
■
■
■
■
■
■

②
④
⑥
⑩
⑫
⑱
⑳

・・・・・・・・・・・・・
・・・・

・・・・・・
・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・



くみやままちの総合情報誌  広報 平成27年2月1日 2

防
火
・
防
災
の
決
意
新
た
に
　
●
消
防
出
初
式

一斉放水して久御山町の消防力を披露

分列行進する消防団員久御山中吹奏楽部の演奏で式典に彩り

　

新
春
恒
例
の
消
防
出
初
式
が
1
月
11
日
、
久
御

山
中
央
公
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

出
初
式
は
、
消
防
職
員
・
団
員
の
士
気
高
揚
を

図
る
と
と
も
に
、
住
民
に
久
御
山
町
の
消
防
力
を

公
開
し
、
消
防
活
動
へ
の
認
識
と
信
頼
を
深
め
、

防
火
・
防
災
へ
の
関
心
を
高
め
る
こ
と
な
ど
を
目

的
に
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
、
国
会
議
員
、
府
議
会
議
員
、
町
議

会
議
員
な
ど
町
内
外
か
ら
多
く
の
来
賓
を
迎
え
る

中
、
消
防
職
員
、
団
員
、
事
業
所
の
自
衛
消
防
隊

合
わ
せ
て
約
２
１
０
人
が
防
火
・
防
災
へ
の
決
意

を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

分
列
行
進
で
は
、
久
御
山
中
学
校
吹
奏
楽
部
の

演
奏
に
合
わ
せ
て
、
消
防
職
員
・
団
員
、
自
衛
消

防
隊
が
堂
々
の
分
列
行
進
で
入
場
し
、
団
結
力
と

規
律
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

服
装
及
び
機
械
器
具
点
検
が
行
わ
れ
た
後
、
式

辞
に
立
っ
た
信
貴
康
孝
町
長
は
「
異
常
気
象
に
よ

る
豪
雨
や
、
発
生
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
南
海
ト
ラ

フ
地
震
な
ど
に
備
え
、
災
害
を
最
小
限
と
す
る
た

め
、
防
災
訓
練
等
を
通
じ
、
防
災
組
織
や
関
係
機

関
が
連
携
を
図
り
、
災
害
に
強
い
安
全
で
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
」
と
力
強
く
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

こ
の
あ
と
、
式
典
で
は
、
永
年
に
わ
た
っ
て
地

域
防
災
活
動
に
貢
献
し
て
い
る
消
防
団
員
ら
に
感

謝
状
や
表
彰
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
の
出
初
式
で
は
、
新
た
な
取
り
組

み
と
し
て
久
御
山
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
皆
さ
ん
が

参
加
し
て
、
分
列
行
進
や
国
旗
・
町
旗
掲
揚
時
な

ど
で
の
演
奏
や
、
式
典
終
了
後
に
「
上
を
向
い
て

歩
こ
う
」
や
「
青
い
山
脈
」
な
ど
息
の
合
っ
た
演

奏
を
披
露
し
、
出
初
式
に
花
を
添
え
ま
し
た
。

　

最
後
に
、消
防
隊
や
消
防
団
員
が
一
斉
放
水
し
、

消
防
力
を
披
露
し
ま
し
た
。
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未
来
切
り
開
く

強
い
信
念
、
共
有
を
　
●
新
春
の
つ
ど
い

1 月 7日、役場コンベンションホールで開かれた新春のつどい
　

新
春
を
祝
う
毎
年
恒
例
の
行
事
で
、
来
賓

の
地
元
選
出
国
会
議
員
や
府
議
会
議
員
の
ほ

か
、
町
議
会
議
員
や
商
工
会
、
Ｊ
Ａ
、
行
政

機
関
な
ど
各
界
の
関
係
者
ら
約
１
７
０
人
が

出
席
し
ま
し
た
。

　

全
員
で
久
御
山
町
の
歌
を
斉
唱
し
た
あ

と
、
発
起
人
を
代
表
し
て
挨
拶
に
立
っ
た
信

貴
康
孝
町
長
は
、「
昨
年
本
町
は
町
制
施
行
60

周
年
、
人
で
言
う
『
還
暦
』
を
迎
え
た
。
先

人
や
先
輩
が
築
か
れ
た
本
町
の
発
展
に
感
謝

し
、
生
ま
れ
変
わ
っ
た
気
持
ち
で
輝
け
る
未

来
に
向
か
っ
て
、
住
民
と
新
た
な
力
強
い
第

一
歩
を
踏
み
出
し
て
い
き
た
い
。
61
年
目
を

迎
え
る
に
あ
た
り
、『
未
来
へ
の
挑
戦
（
チ
ャ

レ
ン
ジ
）』と
い
う
言
葉
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
掲

げ
、
今
を
生
き
る
私
た
ち
が
必
ず
未
来
を
切

り
開
く
ん
だ
と
い
う
強
い
信
念
を
共
有
し
て

次
代
に
誇
れ
る
我
が
ま
ち
久
御
山
の
実
現
に

全
力
で
ま
い
進
し
て
い
き
た
い
」
と
抱
負
を

語
り
ま
し
た
。

　

来
賓
の
樋
口
房
次
町
議
会
議
長
や
田
中
準

一
京
都
府
山
城
広
域
振
興
局
長
の
挨
拶
の

後
、
田
中
壽
嗣
Ｊ
Ａ
京
都
や
ま
し
ろ
久
御
山

町
運
営
協
議
会
会
長
の
発
声
で
昆
布
茶
で
乾

杯
。
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
歓
談
し
ま
し

た
。

　

最
後
に
稲
村
正
樹
久
御
山
町
商
工
会
長
が

一
本
締
め
し
、
本
年
が
明
る
く
、
希
望
に
満

ち
た
年
と
な
る
よ
う
祈
念
し
て
閉
会
し
ま
し

た
。

　

ネ
ギ
部
会
は
、
京
都
府
が
取
り
組
ん
で
い

る
「
京
野
菜
１
０
０
㌶
産
地
拡
大
構
想
」
を

受
け
て
、
12
月
17
日
に
Ｊ
Ａ
久
御
山
町
支
店

で
総
会
を
開
き
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
と
町
商
工
会
、
Ｊ
Ａ
町
運
営
協

議
会
主
催
の
「
新
春
の
つ
ど
い
」
が
、

1
月
7
日
、
役
場
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

ホ
ー
ル
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

京
野
菜
「
九
条
ね
ぎ
」
の
産
地
拡
大
な

ど
を
目
指
し
て
、
久
御
山
町
中
島
に
ね
ぎ

の
集
出
荷
貯
蔵
施
設
が
建
設
さ
れ
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
京
都
や
ま
し
ろ
が
国
・
府
の
補
助

を
受
け
て
整
備
す
る
も
の
で
、
昨
年
、
同

Ｊ
Ａ
が
久
御
山
町
と
八
幡
市
、
城
陽
市
の

ね
ぎ
生
産
農
家
で
、「
ネ
ギ
部
会
」
を
設
立

し
ま
し
た
。
今
後
、
施
設
を
拠
点
に
九
条

ね
ぎ
の
生
産
振
興
と
農
家
所
得
の
向
上
を

目
指
し
ま
す
。

京野菜「九条ねぎ」の産地拡大へ
町内に集出荷貯蔵施設建設

　

主
要
拡
大
品
目
の
「
九
条
ね

ぎ
」
の
生
産
体
制
の
整
備
や
農

家
の
所
得
向
上
を
図
る
た
め
、

Ｊ
Ａ
管
内
で
「
九
条
ね
ぎ
」
の

生
産
が
盛
ん
な
久
御
山
町
、
八

幡
市
、
城
陽
市
の
生
産
農
家
20

人(

久
御
山
町
9
人
、
八
幡
市

8
人
、
城
陽
市
3
人)

が
加
入

し
て
い
ま
す
。

　

部
会
員
の
平
均
年
齢
は
40

歳
、
若
手
の
担
い
手
農
家
も
多

く
、
今
後
さ
ら
に
生
産
面
積
の

拡
大
や
、
計
画
的
・
安
定
的
な

生
産
販
売
体
制
の
確
保
を
目

指
し
て
い
き
ま
す
。

　

ね
ぎ
は
、
春
、
夏
、
秋
・
冬

の
年
3
回
作
付
け
で
き
、
価
格

が
安
定
し
て
い
る
の
も
強
み

で
、
町
内
で
は
北
川
顔
や
坊
之

池
、
中
島
の
ほ
か
、
ほ
ぼ
全
域

で
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
整
備
さ
れ
る
集
出
荷
貯
蔵
施
設
は
、

事
業
費
1
億
3,
７
１
６
万
円
。
国
が
50
％
、

府
が
4
％
の
補
助
金
を
町
が
受
け
て
、
事
業

主
体
で
あ
る
Ｊ
Ａ
京
都
や
ま
し
ろ
に
交
付

さ
れ
建
設
さ
れ
ま
す
。

　

建
設
場
所
は
、
中
島
向
野
87
、
敷
地
面
積

は
1,
５
５
３
㎡
。
屋
内
に
皮
む
き
洗
浄
機

2
台
、
計
量
結
束
装
置
1
台
、
袋
詰
め
機

器
、
予
冷
庫
2
室
な
ど
が
設
け
ら
れ
、
新
鮮

な
ま
ま
、
出
荷
ま
で
一
元
的
に
作
業
す
る
こ

と
が
で
き
、
1
日
当
た
り
1
㌧
の
出
荷
能
力

を
持
っ
て
い
ま
す
。
平
成
27
年
度
早
期
の
稼

働
を
目
指
し
ま
す
。

問
合
せ
／
産
業
課

坊之池や北川顔などで盛んなねぎ生産。さらに産地拡大を目指します
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「
久
御
山
町
成
人
式
」
が
、1
月
12
日
の
成
人
の
日
に
中

央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
対
象
者
１
８
６
人

の
う
ち
、
１
２
３
人
が
式
典
に
参
加
。
輝
か
し
い
未
来
に

向
か
っ
て
大
人
と
し
て
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

▲模擬選挙に清き一票を投じる新成人

▲

話しが弾む旧友
との再会

▲懐かしい友人
との再会

お
め
で
と
う
二
十
歳
！

新
成
人 

力
強
く
第
一
歩

▲

あ
で
や
か
な
振
り
袖
姿
で
記
念
撮
影
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▲友人との再会を喜ぶ新成人▲

▲成人の言葉を述べる本多さん（左）と木野さん（右）

　

式
典
の
受
付
時
間
が
近
づ
く
と
、
会
場
周

辺
に
は
華
や
か
な
振
り
袖
や
ス
ー
ツ
に
身
を

包
ん
だ
新
成
人
が
集
ま
り
、
友
人
と
の
久
し

ぶ
り
の
再
会
を
喜
び
合
っ
て
い
ま
し
た
。

　

司
会
進
行
や
受
付
は
15
人
の
実
行
委
員
に

よ
り
行
わ
れ
、
家
族
や
恩
師
ら
が
見
守
る
な

か
、
華
や
か
な
中
に
も
厳
か
な
雰
囲
気
で
進

め
ら
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
信
貴
康
孝
町
長
が
、「
20
年
後
、

30
年
後
に
は
皆
さ
ん
の
世
代
が
中
心
と
な
っ

て
世
の
中
を
動
か
す
時
代
が
や
っ
て
き
ま

す
。
喜
び
や
悲
し
み
、
楽
し
み
や
苦
し
み
、

人
生
、
山
あ
り
谷
あ
り
と
思
い
ま
す
が
、
努

力
や
経
験
を
一
歩
一
歩
、
積
み
重
ね
て
頂
き

た
い
」
と
新
成
人
の
門
出
を
祝
う
と
、
そ
れ

に
応
え
て
、
新
成
人
を
代
表
し
て
本
多
竜
也

さ
ん
（
林
）
と
木
野
光
沙
紀
さ
ん
（
林
）
が

「
時
に
は
迷
い
、苦
し
む
こ
と
も
あ
る
か
と
思

い
ま
す
が
、
決
し
て
後
ろ
を
向
か
ず
、
ど
ん

な
困
難
に
も
立
ち
向
か
う
勇
気
、
そ
し
て
明

る
い
未
来
を
信
じ
る
心
を
持
っ
て
、
一
歩
一

歩
前
を
向
い
て
力
強
く
歩
み
だ
し
て
参
り
ま

す
」
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
式
典
の
前
に
町
選
挙
管
理
委
員
会

に
よ
る
ゆ
る
キ
ャ
ラ
模
擬
投
票
が
行
わ
れ
、

新
成
人
が
投
票
を
体
験
。「
ま
ゆ
ま
ろ
」
や

「
ネ
ギ
ー
マ
ン
」を
お
さ
え
て「
ふ
な
っ
し
ー
」

が
ト
ッ
プ
当
選
し
ま
し
た
。

　

第
2
部
で
は
、
実
行
委
員
会
主
催
の
交
歓

会
が
行
わ
れ
、
友
人
た
ち
と
の
和
や
か
な
一

時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

原田　捷利さん（相島）
　大人になって、社会
人としてしっかりとし
た意識を持ってやって
いきたい。社会の役に
立ちたいと思っていま
す。

藤村　迪香さん（林）
　成人した実感がない
のですが、わくわくし
ています。自分の力で
何でも出来るように、
自立した大人になりた
いです。

児嶋　佑香さん（相島）
　20歳は一つの区切
り。今までと違って将
来に向けて、責任感の
ある大人になりたい。
国際的なことに目を向
けたいと思います。

下大迫　知輝さん（佐山）
　今日まですごく早い
と感じました。気が付
いたら成人になってい
た感じがします。仕事
も遊びも楽しく頑張っ
ていきたいと思います。

新成人の声　二十歳の思い

くみやま
フォトグラフ



所
得
税
の
確
定
申
告

町
・
府
民
税
の
申
告

期
限
は
３
月
16
日
㈪
ま
で

●
申
告
会
場
は

■
確
定
申
告　

　

町
役
場
税
務
課
ま
た
は
宇
治
税
務
署
１
階

（
７
ペ
ー
ジ
地
図
参
照
）。

■
町
・
府
民
税
の
申
告

　

町
役
場
税
務
課

☆�

申
告
書
は
、
い
ず
れ
も
郵
便
等
で
提
出
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

☆�

土
地
・
建
物
の
譲
渡
所
得
、
贈
与
税
、
消

●
会
場
の
開
設
期
間
と
時
間

■
町
役
場
税
務
課　

町
・
府
民
税
の
申
告
＝
2
月
２
日
㈪
～

3
月
16
日
㈪

確
定
申
告
＝
2
月
16
日
㈪
～
3
月
16
日
㈪

午
前
8
時
30
分
〜
11
時
30
分

午
後
１
時
〜
４
時

■
宇
治
税
務
署
１
階

　

確
定
申
告
＝
２
月
２
日
㈪
～
3
月
16
日
㈪

費
税
、
相
続
税
の
申
告
及
び
住
宅
借
入
金

等
特
別
控
除
の
初
年
度
分
に
つ
い
て
は
、

宇
治
税
務
署
１
階
の
相
談
会
場
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
町
役
場
税
務
課
に
お
い
て
は

受
付
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

☆�

駐
車
場
は
、
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
少
な
い
た

め
、
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

（
2
月
15
日
㈰
以
前
は
、
還
付
申
告
の
受

付
に
限
り
ま
す
。）

☆�

両
会
場
と
も
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
き
ま�

す
。
た
だ
し
、
宇
治
税
務
署
で
は
2
月
22
日 

㈰
と
3
月
１
日
㈰
に
限
り
、
確
定
申
告
の
相�

談
及
び
確
定
申
告
書
の
受
付
を
行
い
ま
す
。

☆�

両
会
場
と
も
混
雑
の
状
況
に
よ
り
午
後
4

時
頃
に
申
告
相
談
の
受
付
を
終
了
さ
せ
て

い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

間
も
な
く
平
成
26
年
分
の
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得

税
の
確
定
申
告
と
、
町
・
府
民
税
の
申
告
受
付
が
始
ま
り

ま
す
。
申
告
期
限
は
3
月
16
日
㈪
ま
で
で
す
が
、
期
限
が

近
づ
く
と
申
告
会
場
は
大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
、
申
告
会

場
を
利
用
さ
れ
る
人
は
お
早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。�

問
合
せ
／
税
務
課
ま
た
は

　

宇
治
税
務
署
☎
０
７
７
４（
44
）４
１
４
１
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●
準
備
は
お
早
め
に

　

所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
の
確
定
申

告
は
、納
税
者
自
ら
が
税
法
に
従
っ
て
、前
年

の
１
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
１
年
間

の
所
得
と
税
額
を
申
告
し
、
納
税
す
る
「
申

告
納
税
制
度
」
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

　

確
定
申
告
が
必
要
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず

期
限
ま
で
に
申
告
し
な
か
っ
た
り
、
間
違
っ

て
申
告
し
た
り
す
る
と
、
後
日
、
不
足
の
税

金
を
納
め
る
だ
け
で
な
く
、「
加
算
税
」
や

「
延
滞
税
」
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　

確
定
申
告
の
前
に
、
申
告
す
る
所
得
や
控

除
に
誤
り
な
ど
が
な
い
か
、
ま
た
提
出
書
類

が
そ
ろ
っ
て
い
る
か
な
ど
を
確
認
し
申
告
の

準
備
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

確
定
申
告
が
必
要
な
人  

　

次
の
よ
う
な
人
は
、確
定
申
告
が
必
要
で
す
。

①�

雑
所
得（
公
的
年
金
等
）や
事
業
所
得（
農

業
所
得
・
営
業
所
得
等
）、
不
動
産
所
得
が

あ
る
人
で
、
平
成
26
年
中
の
所
得
の
合
計

金
額
が
、
基
礎
控
除
や
配
偶
者
控
除
な
ど

の
所
得
控
除
の
合
計
額
を
超
え
る
人

※
年
金
所
得
者
に
は
、「
年
金
所
得
者
に

係
る
確
定
申
告
不
要
制
度
」
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

②�

土
地
・
建
物
な
ど
の
売
買
に
よ
る
譲
渡
所

得
が
あ
る
人
（
※
町
役
場
で
は
受
付
で
き

ま
せ
ん
）

③�

給
与
の
収
入
金
額
が
２
千
万
円
を
超
え
る

人
④�
給
与
を
１
か
所
か
ら
受
け
て
お
り
、
各
種

の
所
得
金
額
（
給
与
所
得
、
退
職
所
得
を

除
く
）
の
合
計
額
が
20
万
円
を
超
え
る
人

⑤�

給
与
を
２
か
所
以
上
か
ら
受
け
て
い
る
人

で
、
年
末
調
整
さ
れ
な
か
っ
た
給
与
の
収

入
金
額
と
、
各
種
の
所
得
金
額
（
給
与
所

得
、
退
職
所
得
を
除
く
）
と
の
合
計
額
が

20
万
円
を
超
え
る
人
な
ど
で
す
。

年
金
所
得
者
に
係
る 

確
定
申
告
不
要
制
度

　

公
的
年
金
な
ど
の
収
入
金
額
（
2
か

所
以
上
あ
る
場
合
は
そ
の
合
計
額
）
の

合
計
額
が
４
０
０
万
円
以
下
で
、
か
つ
、

公
的
年
金
な
ど
に
係
る
雑
所
得
以
外
の

所
得
金
額
が
20
万
円
以
下
で
あ
る
場
合

に
は
、
確
定
申
告
を
す
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

こ
の
場
合
で
も
、
所
得
税
及
び
復
興

特
別
所
得
税
の
還
付
を
受
け
ら
れ
る
人

は
確
定
申
告
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
確
定
申
告
が
必
要
な
い
人
で
も
、

町
・
府
民
税
の
申
告
が
原
則
必
要
と
な

り
ま
す
の
で
、
税
務
課
に
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。税

金
が
還
付
さ
れ
る
人  

　

一
般
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な
ど
給
与
所
得
だ

け
の
人
で
、
年
収
２
千
万
円
以
下
の
場
合
は
、

勤
務
先
等
で
年
末
調
整
が
行
わ
れ
る
た
め
、

確
定
申
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
次
の

よ
う
な
場
合
で
納
め
過
ぎ
に
な
っ
て
い
る
と

き
は
、
申
告
す
る
と
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得

税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
が
還
付
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

①
災
害
や
盗
難
な
ど
で
損
害
を
受
け
た
場
合

②
特
定
寄
附
金
を
支
払
っ
た
場
合

③�

マ
イ
ホ
ー
ム
を
ロ
ー
ン
な
ど
で
取
得
（
大

規
模
な
増
改
築
を
含
む
）
し
た
場
合

④�

平
成
26
年
中
に
退
職
し
、再
就
職
し
な
か
っ

た
場
合

⑤�

多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
場
合
（
病
気

や
け
が
な
ど
で
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ

た
場
合
は
、
医
療
費
控
除
と
し
て
、
次
の

金
額
を
所
得
金
額
か
ら
差
し
引
く
こ
と
が

で
き
ま
す
）

★
医
療
費
控
除
の
計
算
方
法

A�　

支
払
っ
た
医
療
費
の
金
額
か
ら
生

命
保
険
な
ど
で
補
て
ん
さ
れ
る
額
を

引
い
た
額

B�　

10
万
円
ま
た
は
総
所
得
金
額
等
の

合
計
の
5
㌫
の
い
ず
れ
か
少
な
い
額

A

－

B
＝
医
療
費
控
除
額

（
最
高
２
０
０
万
円
）

☆�

医
療
費
等
の
領
収
書
は
、
医
療
機
関

別
・
受
診
者
別
に
整
理
し
「
添
付
書

類
台
紙
」
な
ど
に
添
付
し
、
確
定
申

告
書
と
一
緒
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

☆�

申
告
に
は
、
源
泉
徴
収
票
の
原
本
等
、

必
要
な
書
類
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

町
・
府
民
税
の  �

申
告
が
必
要
な
人  

��

平
成
27
年
１
月
１
日
現
在
、
久
御
山
町
に

住
ん
で
い
る
人
は
、
町
・
府
民
税
の
申
告
が

必
要
で
す
。
た
だ
し
、
所
得
税
及
び
復
興
特

別
所
得
税
の
確
定
申
告
を
さ
れ
た
人
や
給
与

以
外
の
所
得
が
な
い
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
、
勤

務
先
を
通
し
て
給
与
支
払
報
告
書
が
提
出
さ

れ
て
い
る
人
は
、申
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

��

確
定
申
告
書
ま
た
は
町
・
府
民
税
の
申
告

書
の
提
出
が
な
い
と
、
後
日
、
町
・
府
民
税

の
課
税
証
明
書
や
納
税
証
明
書
の
発
行
が
で

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
申
告

し
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成
26
年
中
に
所
得
が
な
か
っ
た
人
も
、

そ
の
旨
を
記
入
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
公
的
年
金
な
ど
の
収
入
金
額
の
合
計

額
が
４
０
０
万
円
以
下
で
、
そ
の
他
の
所
得

が
20
万
円
以
下
で
あ
る
場
合
に
は
、
所
得
税

及
び
復
興
特
別
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る

必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、町
・
府
民
税
の
申
告

（
8
ペ
ー
ジ
に
続
く
）



8くみやままちの総合情報誌  広報 平成27年2月1日

は
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ

の
際
は
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

町
・
府
民
税
の
申
告
は
２
月
２
日
㈪
か
ら

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

●
申
告
に
必
要
な
も
の

①�
確
定
申
告
書
、
ま
た
は
税
務
課
か
ら
送
付

し
た
町
・
府
民
税
申
告
書

②�

税
務
署
か
ら
送
付
さ
れ
た
「
お
知
ら
せ
は

が
き
」
及
び
「
お
知
ら
せ
通
知
書
」
等

③�

所
得
金
額
が
分
か
る
も
の
（
源
泉
徴
収
票
、

農
業
や
営
業
な
ど
事
業
所
得
の
収
支
内
訳

書
等
、売
買
契
約
書
な
ど
）　

※
収
支
内
訳

書
等
を
提
出
さ
れ
る
場
合
は
、
必
ず
記
入

済
の
も
の
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

④�

所
得
控
除
に
必
要
な
書
類
（
生
命
保
険
・

地
震
保
険
・
国
民
年
金
保
険
料
等
の
支
払

納
税
通
知
等
に
よ
る
納
税
の
お
知
ら
せ
は

行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
納
付
に
は
便
利
な
振
替

納
税
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

☆
振
替
納
税
を
利
用
の
場
合

　

振
替
日
（
4
月
20
日
㈪
）
に
指
定
の
金
融

機
関
の
預
貯
金
口
座
か
ら
引
き
落
と
さ
れ
ま

す
。
事
前
に
口
座
の
残
高
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

　

振
替
納
税
の
申
込
は
、「
預
貯
金
口
座
振
替

依
頼
書
兼
納
付
書
送
付
依
頼
書
」
を
3
月
16

日
㈪
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
振
替
納

税
は
期
限
ま
で
に
申
告
書
を
提
出
さ
れ
た
場

合
に
限
り
利
用
で
き
ま
す
。）

　

転
居
等
に
よ
り
所
轄
の
税
務
署
が
変
わ
っ

た
場
合
や
、
す
で
に
振
替
納
税
で
指
定
し
て

い
る
金
融
機
関
や
口
座
を
変
更
す
る
場
合
に

は
、
新
た
に
振
替
納
税
（
変
更
）
の
手
続
き

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
専
用
銀
行
等
の
一
部
金

融
機
関
及
び
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
支
店
等
の
一

部
店
舗
で
は
、
振
替
納
税
が
利
用
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
利
用
の
可
否
に
つ

い
て
は
取
引
先
の
金
融
機
関
に
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

☆
現
金
で
納
付
の
場
合

　

現
金
に
納
付
書
を
添
え
て
、
納
期
限
（
3

月
16
日
㈪
）
ま
で
に
、
金
融
機
関
ま
た
は
所

轄
の
税
務
署
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

☆
電
子
納
税
を
利
用
の
場
合

　

自
宅
や
オ
フ
ィ
ス
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等

を
利
用
し
て
納
付
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、

ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

証
明
書
、
医
療
費
・
寄
附
金
の
領
収
書
な

ど
）

⑤�

平
成
25
年
分
の
確
定
申
告
を
さ
れ
た
場
合

は
、
平
成
25
年
分
の
確
定
申
告
書
の
控
え

⑥
印
鑑

⑦�

還
付
の
場
合
は
、
本
人
名
義
の
振
込
み
先

口
座
番
号
等
の
分
か
る
も
の

☆�

申
告
書
は
、
い
ず
れ
も
郵
便
等
で
提
出
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

確
定
申
告
に
よ
る
所
得
税
及
び 

復
興
特
別
所
得
税
の
納
期
限
は�

3
月
16
日
㈪
で
す

��

確
定
申
告
に
よ
る
所
得
税
及
び
復
興
特
別

所
得
税
の
納
期
限
は
3
月
16
日
㈪
で
す
。

　

申
告
書
の
提
出
後
に
、
納
付
書
の
送
付
や

　

広
報
「
く
み
や
ま
」
1
月
1
日
号

の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
の
正
解
は

「
プ
ラ
マ
ー
ク
」
で
し
た
。

　

応
募
者
数
78
人
の
う
ち
77
人
が

正
解
で
し
た
。
正
解
者
の
中
か
ら
次

の
20
人
に
図
書
券
を
お
送
り
し
ま

す
。
た
く
さ
ん
ご
応
募
い
た
だ
き
、

広
報
誌
に
つ
い
て
の
感
想
や
ご
意

見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

牧
瀬
雄
祐
、
三
和
宏
次
、
宮
崎
典

子
、
佐
藤
久
美
子
、
井
上
澄
子
、
奥

野
美
穂
、
田
中
哲
男
、
丹
羽
ひ
ろ
美
、

中
南
明
光
、岸
繁
野
、朝
倉
ス
ミ
、竹

岸
年
子
、
村
田
匡
子
、
中
井
多
喜
江
、

荒
井
道
幸
、
古
田
佳
子
、
諌
山
幸
彦
、

中
村
都
子
、
喜
多
正
、
河
原
忠

（
敬
称
略
）

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド

パ
ズ
ル
の
当
選
者

新
春

ご利用ください  確定申告相談会場
　税務署では、宇治税務署以外でも、下表の日程
で平成26年分確定申告会場を開設します。お気軽
にご利用ください。� 問合せ／宇治税務署

※�混雑状況等により早めに受付を終了させていた
だく場合があります。
※�会場では、土地・建物・株式等を売却された所
得及び贈与税・相続税の相談は行っていません
ので、これらに関する相談は宇治税務署へお越
しください。
※�土・日曜日、祝日は、開設していません。

開設期間 申告会場 時　間
2月 3日㈫

4日㈬ 城陽市立福祉センター

午前９時30分
～正午

午後１時
～午後４時

2月 3日㈫
～12日㈭

木津川市中央交流会館
いずみホール

2月 5日㈭
～13日㈮ 宇治市産業会館

2月 6日㈮
～9日㈪

京田辺市コミュニティ
ホール

2月16日㈪
～24日㈫ 八幡市文化センター



くみやままちの総合情報誌  広報 平成27年2月1日9

パソコンでできる
確定申告書

簡単！ 自宅で！
スピーディ！

　パソコンで必要事項を入力して、
簡単に確定申告書が作成できます。
　国税庁のホームページには、簡単
に確定申告書を作成することができ
る「確定申告書等作成コーナー」が
あります。この「確定申告書等作成
コーナー」は、今まで難しいと思われ
ていた確定申告も画面の内容に従っ
て金額や必要事項を入力するだけで
自動計算され、所得税の確定申告書
が簡単に作成できます。ぜひ、自宅で
確定申告書を作成してみてください。

国税庁のホームページにアクセス！

　「確定申告書等作成コーナー」は、
e-Taxでデータ送信をして確定申告
をする方法と、印刷した書面で確定
申告書を税務署に提出する方法があ
ります。　
　また、印刷した確定申告書を税務
署に郵送すれば、申告会場で待つこ
となく申告手続きを完了することが
できます。（郵送する場合は、「郵便
物」または「信書便物」で送付して

ください。）
　なお、青色申告決算書（収支内訳
書）の作成や作成データの保存もで
きますので、ぜひご活用ください。

確定申告書等作成コーナーの 
操作方法

　今回は、書面で提出する場合の作
成手順を紹介します。
★�国税庁ホームページのトップ画面
にある「確定申告書等作成コー
ナー」をクリックしてください。確
定申告書等作成コーナーの画面に
移ります。

↓
★�「申告書・決算書　収支内訳書等
作成開始」をクリックしてください。

↓
★�「書面提出　⇒書面での提出を選

ぶ」をクリックしてください。
↓

★��「申告書等印刷を行う際の確認事
項」でご利用のパソコンの利用
状況が確認できたら、すべてに
チェックしてください。

↓
★�作成する申告書等の選択画面にな
りますので、該当の申告作成コー
ナーをクリックして申告書を作成
してください。
★�入力完了後、書面で提出する場合
は、紙に印刷した後に、提出書類等
を確認して、郵便、信書便、また
は窓口への持参の方法で提出して
ください。申告会場で待つことな
く、申告手続きを完了することが
できますので便利です。ぜひ、ご
利用ください。
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問合せ／総務課

●
平
成
26
年
度
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
結
果
か
ら

望
ま
し
い
生
活
習
慣
の
定
着
は
、

学
力
向
上
の
第
一
歩

　

昨
年
４
月
、
小
学
校
６
年
生
と
中
学
校
３

年
生
を
対
象
に
実
施
さ
れ
た
文
部
科
学
省
に

よ
る
「
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
」
結
果

の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

調
査
は
、
教
科
に
関
す
る
調
査
（
国
語
と

算
数
・
数
学
）
と
、
生
活
習
慣
や
学
習
環
境

等
に
関
す
る
質
問
紙
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
調
査
は
、
児
童
・
生
徒
の
学

力
や
学
習
状
況
、
生
活
状
況
の
特
定
の
一
部

分
で
あ
る
こ
と
に
留
意
し
、
結
果
は
こ
れ
か

ら
の
学
習
指
導
の
改
善
の
た
め
に
役
立
て
て

い
き
ま
す
。

●
学
力
調
査
か
ら

　

今
回
の
調
査
結
果
で
は
、
小
学
校
に
お
い

て
算
数
の
主
と
し
て
「
知
識
」
に
関
す
る
問

題
（
Ａ
問
題
）
が
全
国
の
平
均
正
答
率
を
上

回
り
、
そ
の
他
も
お
お
む
ね
一
定
の
水
準
に

達
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
中
学
校
は
、
国
語
・
数
学
と
も
平

均
正
答
率
を
下
回
る
結
果
で
し
た
。

●
学
習
状
況
調
査
か
ら

　

久
御
山
町
の
児
童
・
生
徒
は
、「
友
達
と
の

約
束
を
守
っ
て
い
ま
す
か
」、「
人
の
気
持
ち

が
わ
か
る
人
間
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す

か
」、「
い
じ
め
は
、
ど
ん
な
理
由
が
あ
っ
て

も
い
け
な
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
か
」
の
質

問
に
、
９
割
以
上
の
児
童
・
生
徒
が
「
当
て

は
ま
る
」、
ま
た
は
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、

当
て
は
ま
る
」
と
答
え
て
お
り
、
相
手
を
思

い
や
る
良
い
友
人
関
係
が
築
け
て
い
る
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
。

　

一
方
、
家
庭
学
習
に
関
す
る
質
問
で
は
、

毎
日
１
時
間
以
上
勉
強
し
て
い
る
小
・
中
学

生
は
半
数
以
下
で
あ
り
、
家
庭
で
の
学
習
時

間
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
学
校
の
宿
題
や
授
業
の
復
習
に
取

り
組
ん
で
い
る
小
・
中
学
生
の
割
合
も
、
全

国
平
均
と
比
べ
て
低
い
値
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

家
庭
生
活
に
つ
い
て
の
質
問
で
は
、
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
や
携
帯
電
話
の
所
持
率
は
、
全

国
平
均
よ
り
も
高
い
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ら
を
用
い
た
通
話
・
メ
ー
ル
・
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
の
使
用
時
間
に
つ
い
て
は
、
全
国

平
均
と
比
べ
て
大
き
な
差
は
な
い
も
の
の
、

そ
れ
ら
を
用
い
た
ゲ
ー
ム
や
携
帯
式
の
ゲ
ー

ム
を
長
時
間
す
る
小
・
中
学
生
の
割
合
は
、

全
国
平
均
よ
り
も
高
い
結
果
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
テ
レ
ビ
や
ビ
デ
オ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
長

時
間
見
た
り
聞
い
た
り
す
る
割
合
は
高
く
、

読
書
時
間
は
半
数
近
く
の
小
・
中
学
生
が
1

日
10
分
未
満
と
答
え
て
い
ま
す
。

●
家
庭
へ
の
お
願
い　

　

文
部
科
学
省
に
よ
る
分
析
か
ら
、「
家
庭
学

習
や
読
書
時
間
が
長
い
」、「
携
帯
電
話
や
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
の
使
用
や
ゲ
ー
ム
を
す
る
時
間

が
短
い
」、「
規
則
正
し
い
生
活
を
し
て
い
る
」、

「
新
聞
や
ニ
ュ
ー
ス
を
よ
く
見
る
」
小
・
中

学
生
ほ
ど
、
教
科
の
平
均
正
答
率
が
高
い
傾

向
が
見
ら
れ
る
と
い
う
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

　

次
の
点
に
つ
い
て
、
各
家
庭
で
話
し
合
い
、

子
ど
も
た
ち
へ
の
励
ま
し
や
サ
ポ
ー
ト
を
お

願
い
し
ま
す
。

⑴
学
習
習
慣
の
定
着
を
図
る

　

子
ど
も
の
宿
題
や
家
庭
で
の
学
習
状
況
を

見
守
り
、
ほ
め
て
励
ま
し
ま
し
ょ
う
。

⑵
時
間
を
決
め
る

　

家
族
で
相
談
し
、
勉
強
す
る
時
間
、
携
帯

電
話
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
用
す
る
時
間
、

テ
レ
ビ
を
見
る
時
間
、
ゲ
ー
ム
を
す
る
時
間

を
決
め
ま
し
ょ
う
。

⑶
家
族
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
る

　

家
族
で
新
聞
や
ニ
ュ
ー
ス
の
話
題
に
つ
い

て
話
し
た
り
、
家
族
で
読
書
す
る
時
間
を
設

け
た
り
し
ま
し
ょ
う
。

Ｑ　

投
票
日
に
投
票
で
き
な
い
場
合
、
ど
う
す

れ
ば
い
い
の
？

Ａ　

投
票
は
、
投
票
日
に
決
め
ら
れ
た
投
票
所

で
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
原
則
で
す
が
、
中
に

は
、
仕
事
や
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
の
用
事
が
あ
っ
た

り
、
病
気
な
ど
の
た
め
投
票
所
へ
行
け
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
場
合
、
期
日
前
投

票
や
不
在
者
投
票
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

期
日
前
投
票
は
、
期
日
前
投
票
所
（
役
場
１

階
ロ
ビ
ー
）
で
投
票
日
の
前
日
ま
で
に
、
投
票

日
と
同
じ
よ
う
に
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

不
在
者
投
票
は
、
病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
な
ど

に
入
院
（
入
所
）
さ
れ
て
い
る
場
合
や
、
仕
事

な
ど
で
遠
方
の
市
町
村
に
滞
在
さ
れ
て
い
て
投

票
所
で
投
票
で
き
な
い
場
合
に
、
病
院
な
ど
の

施
設
や
滞
在
先
の
市
町
村
で
投
票
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
入
院
（
入
所
）
し
て
い

る
施
設
に
よ
っ
て
は
、
投
票
で
き
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
制
度
も
ご
活
用
い
た
だ
き
、
あ
な

た
の
大
事
な
一
票
を
無
駄
に
す
る
こ
と
の
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

Ｑ　

期
日
前
投
票
っ
て
手
続
き
が
複
雑
な
の
？

Ａ　

期
日
前
投
票
所
に
備
え
付
け
の
宣
誓
書
に
、

投
票
日
に
投
票
に
行
け
な
い
理
由
な
ど
必
要
事

項
を
ご
記
入
い
た
だ
く
以
外
は
、
投
票
日
と
同

じ
よ
う
に
投
票
で
き
ま
す
。

４
月
12
日
㈰
は
京
都
府
議
会
議
員
一
般
選
挙
、

４
月
26
日
㈰
は
久
御
山
町
議
会
議
員
一
般
選
挙

「とどけよう 自分の思い この一票」（平成26年度明るい選挙啓発標語特選　東角小５年 太田光哉さん）

選
挙

Ｑ
＆
Ａ

問
合
せ
／
学
校
教
育
課



くみやままちの総合情報誌  広報 平成27年2月1日11

図
書
館
講
座

　

図
書
館
で
は
、
子
ど
も
の
読

書
活
動
の
一
層
の
推
進
を
図

る
た
め
、
講
座
を
開
き
ま
す
。

　

日
時
／
2
月
27
日
㈮　

午
後
１
時
30
分
〜
3

時
。
終
了
後
、30
分
程
度
の
交
流
会（
希
望
者
）

場
所
／
ゆ
う
ホ
ー
ル
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム�

対
象
／
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
18
歳
以
上
の

人　

内
容
／
「
広
く
絵
本
を
楽
し
も
う
！
〜
赤

ち
ゃ
ん
か
ら
大
人
ま
で
〜
」　

講
師
／
花
田
睦

子
さ
ん　

定
員
／
先
着
20
人　

申
込
・
問
合
せ

／
2
月
１
日
㈰
か
ら
図
書
館
へ
。

ご
利
用
く
だ
さ
い
「
出
前
講
座
」

　

町
の
事
業
や
日
常
生
活
で
役
立
つ
知
識
な
ど

を
、
自
治
会
の
集
ま
り
や
事
業
所
な
ど
へ
町
の

職
員
が
出
向
い
て
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
く

「
出
前
講
座
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

費
用
は
無
料
（
実
習
な
ど
で
実
費
が
必
要
な

場
合
を
除
く
）。開
催
希
望
日
の
概
ね
1
か
月
前

ま
で
に
総
務
課
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

●
出
前
講
座
メ
ニ
ュ
ー
の
一
例

【
福
祉
・
保
健
】
子
育
て
支
援
、
障
害
者
福

祉
、
高
齢
福
祉
、
食
育
、
介
護
保
険�

【
安
全
・

安
心
】
防
災
、
防
犯
、
防
火
、
応
急
手
当�

【
教

育
・
学
習
】
久
御
山
学
園
、
生
涯
学
習�

【
文
化

・
観
光
】
町
の
観
光
、文
化
財�

【
暮
ら
し
】
ご
み

の
分
け
方
・
出
し
方
、
交
通
安
全
、
上
下
水
道

【
行
政
】
町
の
財
政
状
況
、
選
挙
、
農
業
、
公

共
交
通
、
町
議
会
の
仕
組
み
な
ど

　

政
治
活
動
や
宗
教
活
動
、
営
利
を
目
的
と
し

た
集
会
な
ど
は
お
断
り
し
ま
す
。

問
合
せ
／
総
務
課

日 月　　　火　　　水　　　木　　　金　　　土

1

8

15

22

4

11

18

25

3

10

17

24

2

9

16

23

2月の図書館スケジュール

●
は
休
館
日
で
す

7

14

21

28

6

13

20

27

5

12

19

26

図 書 館図
TO
書
SHO 館

KA
NTO

SHO

KA
N

今
月
の

  

テ
ー
マ

      

図
書

〈開館時間〉
火〜金曜日：
午前 9時 30分〜

午後 7時
土・日・祝日：
午前 9時 30分〜

午後 5時

夜の木の下で　　　
　　　湯本�香樹実／著　新潮社

　交通事故に遭った弟に寄り添い、
姉は二人だけで過ごした子ども時
代を想っていた。特別な時間を切
り取った短篇集。

福も来た　
群�ようこ／著　角川春樹事務所

　母の食堂を自分なりにしまちゃ
んと営んできたアキコ。愛猫たろ
を失い寂しさは募るばかりで…。
『パンとスープとネコ日和』の続編。

てぶくろのふたご　　
二宮�由紀子／さく　理論社

��しっかり者の双子の手袋は右用
と左用と決めつけられることを不
思議に思っていた。気が優しいマ
フラーは理由を知っていて…。

ルゥルゥおはなしして
たかどの�ほうこ／作・絵　岩波書店

　子ども部屋の人形たちは部屋の
主ルゥルゥが大好き。今日も自分
たちが活躍する冒険談をルゥルゥ
から聞くと…。

季
節
を
楽
し
む
年
中
行
事　

　

今
月
は
、
日
本
の
年
中
行
事
に
関
す

る
お
す
す
め
の
本
を
紹
介
し
ま
す
。

オ
ス
ス
メ
本

に
っ
ぽ
ん
の
歳
時
記
ず
か
ん平

野
恵
理
子
／
著

幻
冬
舎
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　

季
節
ご
と
の
暮
ら
し
と
行
事
、
旬
の

食
べ
物
、
気
象
と
天
文
な
ど
、
日
本
の

歳
時
記
を
イ
ラ
ス
ト
で
紹
介
。

親
子
で
楽
し
む
12
ヵ
月
の
キ
ッ
ズ
イ
ベ

ン
ト

辰
元
草
子
／
著

講
談
社

　

パ
ー
テ
ィ
料
理
や
空
間
の
飾
り
方
な

ど
、
子
ど
も
と
楽
し
む
イ
ベ
ン
ト
の
ア

イ
デ
ィ
ア
と
プ
ラ
ン
を
月
ご
と
に
提
案
。

ま
ん
が
で
わ
か
る
日
本
の
行
事
12
カ
月

（
児
童
書
）

よ
だ
ひ
で
き
／
著

ブ
テ
ィ
ッ
ク
社

　

日
本
の
行
事
を
は
じ
め
、
し
き
た
り

や
習
慣
、
国
民
の
祝
日
、
記
念
日
な
ど

を
ま
ん
が
で
分
か
り
や
す
く
紹
介
。

２
月
の
え
ほ
ん�

（
児
童
書
）

長
谷
川
康
男
／
監
修

Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所

　

2
月
の
行
事
や
自
然
、
遊
び
や
ス
ポ

ー
ツ
な
ど
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
季

語
、
記
念
日
、
で
き
ご
と
も
掲
載
。

新着図書の紹介



■職種と応募資格

※いずれも1年以上の実務経験がある、
　おおむね60歳までの人

くみやままちの総合情報誌  広報 平成27年2月1日 12

保
育
所
・
幼
稚
園
の
臨
時
職
員
募
集

　

町
で
は
、保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭
・
調
理

補
助
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

保
育
士　

応
募
資
格
／
保
育
士
資
格　

勤

務
時
間
等
／
月
～
金
曜
日
（
土
・
日
、祝
日

休
み
）
午
前
８
時
30
分
～
午
後
5
時
。
曜
日

時
間
等
応
相
談
。
こ
れ
以
外
に
早
朝
・
夕
方
・

代
替
等
も
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い　

賃
金
／
時
給
９
７
０
円 

勤
務
場
所
／
御
牧
・
佐
山
・
宮
ノ
後
の
各
保

育
所　

募
集
人
数
／
各
保
育
所
若
干
名

　

幼
稚
園
教
諭　

応
募
資
格
／
幼
稚
園
教
諭

免
許　

勤
務
時
間
／
午
前
8
時
30
分
～
午
後

5
時
（
幼
稚
園
教
諭
の
休
暇
取
得
時
等
の
代

替
）
賃
金
／
時
給
９
７
０
円　

勤
務
場
所
／

東
角
幼
稚
園　

募
集
人
数
／
１
人

　

調
理
補
助　

応
募
資
格
／
調
理
師
免
許 

勤
務
時
間
／
午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時

（
週
休
2
日
制
）　

賃
金
／
時
給
８
０
０
円 

勤
務
場
所
／
宮
ノ
後
保
育
所　

募
集
人
数
／

１
人　

■�

雇
用
期
間
／
随
時
～
平
成
27
年
3
月
31
日

(

継
続
の
可
能
性
あ
り
）

■
対
象
／
18
歳
以
上
の
人

■ 

申
込
・
問
合
せ
／
御
牧
保
育
所
、佐
山
保

育
所
、宮
ノ
後
保
育
所
、東
角
幼
稚
園

自
衛
官
候
補
生
を
募
集

　

種
目
／
自
衛
官
候
補
生
（
男
子
）　

対
象
／ 

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
人　

受
付
期
間
／
年

間
を
通
じ
て
受
付　

受
付
・
問
合
せ
／
宇 

治
地
域
事
務
所
（
宇
治
市
広
野
町
西
裏
71 

-

５ 

Ｓ
．Ｃ　

Ｏ
Ｋ
Ｕ
Ｂ
Ｏ 

Ｂ
号
室
）
☎

０
７
７
４（
４
４
）７
１
３
９

嘱
託
職
員
を
募
集�

��

保
育
所
・
幼
稚
園
、仲
よ
し
学
級

　

町
で
は
、平
成
27
年
度
の
保
育
所
・
幼
稚 

園
、仲
よ
し
学
級
（
学
童
保
育
）
の
嘱
託
職

員
を
募
集
し
ま
す
。

　

募
集
職
種
及
び
応
募
資
格
／
左
表　

試
験

／
2
月
21
日
㈯ 

午
後
２
時
か
ら
。
作
文
と

面
接
試
験　

申
込
／
2
月
2
日
㈪
～
13
日
㈮ 

午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時
（
正
午
～
午
後

1
時
、土
・
日
曜
日
、祝
日
は
除
く
）
ま
で
に

履
歴
書
と
申
込
書
を
持
参
。
郵
送
不
可
。
申

込
書
は
、町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
す
る
か
、各
課
で
も
配
布
し
て
い
ま
す
。

町
議
会
第
２
回
政
策
討
論
会

　

町
議
会
議
員
が
の
っ
て
こ
バ
ス
な
ど
の

「
公
共
交
通
」
で
討
論
を
行
い
ま
す
。
皆
さ

ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

日
時
／
2
月
8
日
㈰　

午
後
１
時
30
分
～

3
時
30
分　

場
所
／
ク
ロ
ス
ピ
ア
く
み
や
ま

2
階
交
流
室　

テ
ー
マ
／
町
内
の
「
公
共
交

通
」
に
つ
い
て　

主
催
／
町
議
会　

問
合
せ

／
議
会
事
務
局

こ
こ
ろ
の
サ
ロ
ン　

　

町
で
は
、家
に
引
き

籠
り
が
ち
で
心
の
健
康

に
不
安
の
あ
る
人
を
対

象
に
、仲
間
と
交
流
し

な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
過
ご
し
て
い
た
だ
く
サ

ロ
ン
を
毎
月
開
い
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

　

日
時
と
内
容
／
2
月
6
日
㈮ 

正
午
～
午

後
3
時 

カ
ラ
オ
ケ
や
ゲ
ー
ム
、
2
月
20
日

㈮ 

午
前
11
時
～
午
後
2
時 

料
理　

場
所�

／
中
央
公
民
館　

問
合
せ
／
住
民
福
祉
課

　

あ
そ
び
の
広
場

　

町
民
生
児
童
委
員
協
議
会
で
は
、お
父
さ 

ん
お
母
さ
ん
の
子
育
て
を
応
援
す
る
「
あ
そ

び
の
広
場
」
を
開
き
ま
す
。
申
込
は
い
り
ま

せ
ん
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

日
時
／
2
月
3
日
㈫　

午
前
10
時
～
11
時 

30
分　

場
所
／
あ
い
あ
い
ホ
ー
ル　

対
象
／

町
内
在
住
で
就
学
前
の
幼

児
と
そ
の
保
護
者　

内
容�

／
鬼
の
面
づ
く
り
と
豆
ま

き　
問
合
せ
／
住
民
福
祉
課 

　

親
子
ニ
コ
ニ
コ
子
育
て
サ
ロ
ン

　

町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

子
育
て
中
の
親
子
を
対
象
に

子
育
て
サ
ロ
ン
を
行
い
ま
す
。

　

日
時
／
2
月
9
日
㈪　

午
前
10
時
～
午
後

0
時
30
分　

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー
2
階
調

理
室　

内
容
／
ク
ッ
キ
ン
グ
～
ピ
ザ
＆
ス
ー

プ
～　

対
象
／
未
就
園
の
子
ど
も
と
保
護
者 

募
集
・
催
し

インフォメーション

2015 2 February

nformation
まちの

耳寄
り情
報局
♪

職種 応募資格 申込・問合せ

保育士・ 
幼稚園教諭

保育士資格、
幼稚園教諭免
許両方の資格 学校教育課

保育所調理員 調理師免許

仲よし学級
(学童保育)
指導員

教員免許また
は保育士の資
格

社会教育課
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定
員
／
15
組　

参
加
費
／
1
組
２
０
０
円 

持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、お
手
拭
き 

申
込
・
問
合
せ
／
2
月
2
日
㈪
～
6
日
㈮
に

同
協
議
会
へ
。

お
も
ち
ゃ
病
院
（
お
も
ち
ゃ
の
修
理
）

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
お
も
ち
ゃ
病

院
」
に
よ
る
お
も
ち
ゃ
の
修
理
を
行
い
ま
す
。

　

日
時
／
2
月
14
日
㈯　

午
前
10
時
～
正
午 

（
修
理
の
受
付
は
午
前
11
時
ま
で
）　

場
所

／
ゆ
う
ホ
ー
ル　

内
容
／
子
ど
も
の
お
も
ち

ゃ
の
修
理　

修
理
費
／
無
料
。
部
品
交
換
が

必
要
な
場
合
は
要
実
費　

申
込
等
／
予
約
不

要
。
当
日
修
理
会
場
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
／
修
理
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

使
わ
な
く
な
っ
た
動
く
お
も
ち
ゃ
を
再
利
用

し
ま
す
の
で
、寄
附
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ
／
町
社
会
福
祉
協
議
会

ひ
と
り
親
家
庭
を
励
ま
す�

　
知
事
と
新
入
学
児
童
の
つ
ど
い

　

京
都
府
で
は
ひ
と
り

親
家
庭
の
新
入
学
児
童

を
対
象
に
、知
事
と
の
交

流
会
を
開
き
ま
す
。

　

日
時
／
3
月
15
日
㈰　

午
前
10
時
30
分
～ 

午
後
2
時
30
分　

場
所
／
京
都
テ
ル
サ
（
京 

都
市
南
区
新
町
通
九
条
下
ル
）　

対
象
／
4 

月
に
小
学
校
に
入
学
す
る
ひ
と
り
親
家
庭
の 

児
童
と
そ
の
保
護
者　

内
容
／
知
事
と
一
緒

に
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、記
念
品
の
プ
レ
ゼ

ン
ト　

申
込
／
2
月
20
日
㈮
ま
で
に
、は
が 

き
に
「
新
入
学
児
童
の
つ
ど
い
参
加
希
望
」

と
書
い
て
、住
所
、電
話
番
号
、保
護
者
名
、新

入
学
児
童
と
同
行
す
る
兄
弟
姉
妹
の
名
前
・ 

フ
リ
ガ
ナ
・
生
年
月
日
・
性
別
、最
寄
り
駅
、 

参
加
人
数
を
記
入
の
う
え
、母
子
家
庭
の
人

は
京
都
府
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
、父
子
家 

庭
の
人
は
京
都
府
民
生
児
童
委
員
協
議
会

（
い
ず
れ
も
〒
６
０
４-

０
８
７
４
京
都
市

中
京
区
清
水
町
３
７
５　

府
立
総
合
社
会
福

祉
会
館
内
）
へ　

問
合
せ
／
府
山
城
北
保
健

所
☎
０
７
７
４（
２
１
）２
１
０
２

家
族
介
護
者
交
流
事
業

　

ご
家
庭
で
高
齢
者
を
介

護
さ
れ
て
い
る
人
の
日
常

の
介
護
疲
れ
を
癒
し
、心

身
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
交
流
会
を
開
き
ま
す
。

　

日
時
／
2
月
19
日
㈭　

午
前
10
時
～
午
後

2
時　

場
所
／
中
央
公
民
館　

対
象
／
在
宅

で
介
護
を
要
す
る
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
高

齢
者
を
、常
時
直
接
介
護
し
て
い
る
人　

内

容
／
学
習
会
「
介
護
・
健
康
教
室
」
と
昼

食
を
交
え
て
の
交
流
会　

定
員
／
先
着
15
人 

費
用
／
１
，０
０
０
円　

申
込
・
問
合
せ
／

2
月
10
日
㈫
ま
で
に
長
寿
健
康
課
へ
。
電
話

可
要
約
筆
記
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

　

町
社
会
福
祉
協
議
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
要
約
筆
記
サ
ー
ク
ル
「
グ
ー
」
で
は
、

手
話
の
で
き
な
い
中
途
失
聴
や
難
聴
の
人
に

書
い
て
伝
え
る
要
約
筆
記
の
養
成
講
座
を
開

き
ま
す
。

　

日
時
／
2
月
25
日
㈬　

午
前
10
時
～
11
時

30
分　

場
所
／
ゆ
う
ホ
ー
ル　

定
員
／
20
人

費
用
／
無
料　

申
込
・
問
合
せ
／
2
月
18
日

㈬
ま
で
に
同
協
議
会
へ

城
南
勤
労
者
福
祉
会
館
の
教
室

　

対
象
／
府
内
在
住
ま
た
は

在
勤
の
人　

申
込
／
受
付
開

始
日
以
降
に
受
講
料
を
持
参 

の
上
、実
施
す
る
会
館
へ
（
電 

話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
郵
送
不
可
）
問

合
せ
／
府
立
城
南
勤
労
者
福 

祉
会
館
（
宇
治
市
伊
勢
田
町

新
中
ノ
荒
21-

8
）
☎
０
７

７
４
（
４
６
）
０
６
８
８
、０

７
８
０

Ｓ
ｗ
ｉ
ｎ
ｇ�

Ｈ
ｅ
ａ
ｒ
ｔ‘ｓ
コ
ン
サ
ー
ト

　

町
文
化
サ
ー
ク
ル
「
Ｓ
ｗ
ｉ
ｎ
ｇ 

Ｈ
ｅ
ａ 

ｒ
ｔ＇ｓ
」
（
ス
ウ
ィ
ン
グ　

ハ
ー
ツ
）
の
軽

音
楽
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
入
場

料
は
無
料
で
す
。
多
数
の
ご
来
場
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

　

日
時
／
2
月
22
日
㈰　

開
場
午
後
1
時
30

分　

開
演
2
時　

場
所
／
中
央
公
民
館
ホ
ー

ル　

全
席
自
由　

演
奏
曲
（
予
定
）
／
テ
イ

ク
フ
ァ
イ
ブ
・
Ａ
列
車
で
行
こ
う
・
イ
ン
ザ

ム
ー
ド
他　

問
合
せ
／
社
会
教
育
課

歩
こ
う
会　

鴻
ノ
巣
ウ
ォ
ー
ク

　　

日
時
／
2
月
11
日
㈷　

雨
天
の
場
合
13
日

㈮
に
延
期　

近
鉄
大
久
保
駅
午
前
9
時
集
合
、

水
度
神
社
午
後
２
時
頃
解
散　

行
先
／
芝
ヶ

原
古
墳
、正
道
官
衛
遺
跡
、鴻
ノ
巣
公
園
、水 

度
神
社
（
６
km
） 

費
用
／
交
通
費
２
９
０
円 

持
ち
物
／
弁
当
、飲
物
、タ
オ
ル
、帽
子
、敷
物
、

ゴ
ミ
袋
な
ど　

申
込
・
問
合
せ
／
同
会
の
安

西
修
二
さ
ん
☎
０
７
７
４（
４
３
）６
０
３
２

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
技
術
力
向
上
大
会

　

町
内
チ
ー
ム
の
育
成
を
図
る
た
め
に
、実

践
を
通
じ
て
技
術
力
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

　

日
時
／
3
月
8
日
㈰　

午
前
9
時
か
ら

場
所
／
総
合
体
育
館　

種
目
／
①
混
合
の
部 

（
男
女
各
2
人
）
②
男
性
の
部
（
男
性
4
人
） 

③
女
性
の
部(

女
性
4
人
）　

募
集
／
先
着 

20
チ
ー
ム　

参
加
費
／
1
チ
ー
ム
１
，０
０
０

円　

申
込
／
2
月
13
日
㈮
ま
で
に
体
育
協
会

事
務
局(

総
合
体
育
館
内
）
へ

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
設
置
に
補
助
金

　

町
で
は
、地
球
温
暖
化

防
止
と
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

普
及
促
進
を
図
る
た
め
、

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を

設
置
す
る
個
人
で
次
の
対
象
項
目
に
該
当
す

る
人
に
、そ
の
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

　

対
象
／
町
内
に
所
在
し
、自
ら
居
住
す
る

住
宅
に
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
し
、

国
の
補
助
制
度
（
住
宅
用
太
陽
光
発
電
導
入

支
援
復
興
対
策
費
補
助
金
）
の
交
付
決
定
通

知
（
Ｊ-

Ｐ
Ｅ
Ｃ
よ
り
発
行
さ
れ
た
補
助
金

交
付
決
定
通
知
書
）
を
受
け
て
か
ら
１
年
以

内
の
人　

補
助
金
額
／
１
Kw
あ
た
り
3
万
円

で
、上
限
10
万
円　

申
請
・
問
合
せ
／
環
境

保
全
課

お
し
ら
せ

城南勤労者福祉会館の教室
講座名 受付開始日 開催日 開講時間 回数 募集定員

レッツ・クック
教室 2/12（木）〜 3月12日（木）

13：30〜
16：30 1 16人

受講料等

1,500円
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国
民
健
康
保
険
一
部
負
担
金
の
減
額
、�

　

免
除
及
び
徴
収
猶
予

　

町
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者
で
、特
別
な 

事
情
に
よ
り
生
活
が
著
し
く
困
難
に
な
り
、

医
療
費
の
自
己
負
担
（
一
部
負
担
金
）
の
支

払
い
が
で
き
な
く
な
っ
た
と
き
は
、そ
の
事

情
に
応
じ
て
一
部
負
担
金
の
減
額
、免
除
及

び
徴
収
猶
予
の
措
置
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。�

問
合
せ
／
国
保
医
療
課

自
宅
で
口
座
振
替
の
登
録
が
で
き
ま
す

　

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
が
あ

れ
ば
口
座
振
替
登
録
が
簡
単

に
で
き
る
こ
と
を
ご
存
じ
で

す
か
。
町
で
は
、
2
月
3
日

㈫
～
6
日
㈮
ま
で
、
ご
希
望

に
よ
り
ご
自
宅
等
を
訪
問
し

て
口
座
振
替
の
手
続
き
を
す
る
「
ペ
イ
ジ
ー

口
座
振
替
受
付
サ
ー
ビ
ス
」
を
行
い
ま
す
。

　

な
お
、各
課
の
窓
口
で
は
随
時
受
付
を
し

て
い
ま
す
。
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

■�

対
象
税
目
等
／
町
・
府
民
税
、固
定
資
産

税
・
都
市
計
画
税
、軽
自
動
車
税
、国
民
健

康
保
険
税
、介
護
保
険
料
、後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
、上
下
水
道
料
金
、保
育
所
保
育

料
、幼
稚
園
保
育
料

■�

利
用
で
き
る
金
融
機
関
／
京
都
銀
行
、京

都
中
央
信
用
金
庫
、京
都
信
用
金
庫
、ゆ
う

ち
ょ
銀
行

■�

申
込
方
法
／
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
申
込
時
に
、訪
問
日
時
等
の
調
整
を

し
ま
す
。

■�

申
込
・
問
合
せ
先
／
▼
町
・
府
民
税
、固

定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
、軽
自
動
車
税

＝
税
務
課　

▼
国
民
健
康
保
険
税
＝
国
保

医
療
課
ま
た
は
税
務
課　

▼
介
護
保
険
料

＝
長
寿
健
康
課　

▼
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
＝
国
保
医
療
課　

▼
上
下
水
道
料
金

＝
上
下
水
道
課
▼
保
育
所
保
育
料
、幼
稚

園
保
育
料
＝
学
校
教
育
課

児
童
手
当
の
振
り
込
み

　

10
月
分
か
ら
1
月
分
ま
で
の
児
童
手
当
の

振
り
込
み
は
、2
月
5
日
㈭
で
す
。
ご
指
定

の
金
融
機
関
口
座
に
振
り
込
み
ま
す
の
で
、

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

�

問
合
せ
／
住
民
福
祉
課

高
校
生
給
付
型
奨
学
金

　

京
都
府
で
は
、次
の
①

か
ら
④
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
町
民
税
非
課

税
世
帯
で
、高
等
学
校
な

ど
に
通
う
お
子
さ
ん
に
奨
学
金
を
支
給
し
ま

す
。
た
だ
し
、他
の
府
奨
学
金
制
度
と
併
せ

て
の
受
給
は
出
来
ま
せ
ん
。

　

対
象
／
①
父
子
・
母
子
世
帯
（
20
歳
以
上

の
お
子
さ
ん
が
い
な
い
家
庭
）
②
児
童
世
帯

③
障
害
者
世
帯
（
父
や
母
が
障
害
者
手
帳
３

級
以
上
な
ど
を
持
つ
世
帯
）
④
長
期
療
養
者

世
帯
（
父
や
母
が
6
か
月
以
上
入
院
等
し
て

い
る
世
帯
）  

申
込
・
問
合
せ
／
2
月
27
日

㈮
ま
で
に
、申
請
書
と
平
成
26
年
度
町
民
税

非
課
税
証
明
書
、振
込
口
座
を
確
認
で
き
る

も
の
、生
徒
手
帳
の
写
し
、印
鑑
を
持
参
の
う

え
、府
山
城
北
保
健
所
☎
０
７
７
４（
２
１
）

２
１
０
２
へ

京
都
府
最
低
賃
金

　

京
都
府
最
低
賃
金
（
地
域
別
最
低
賃
金
）

が
平
成
26
年
10
月
22
日
か
ら
16
円
引
き
上
げ

ら
れ
、
７
８
９
円
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　

京
都
府
内
の
使
用
者
は
、こ
の
金
額
よ
り

低
い
金
額
で
労
働
者
（
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
・

ア
ル
バ
イ
ト
等
を
含
む
）
を
使
用
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

　

な
お
、最
低
賃
金
に
は
次
の
賃
金
は
算
入

さ
れ
ま
せ
ん
。

　

①
精
・
皆
勤
手
当
、通
勤
手
当
、家
族
手
当

②
時
間
外
・
休
日
及

び
深
夜
手
当
③
臨
時

に
支
払
わ
れ
る
賃
金

④
１
か
月
を
超
え
る

期
間
ご
と
に
支
払
わ

れ
る
賃
金

　

詳
細
は
、
京
都
府

労
働
局
労
働
基
準
部

賃
金
室
（
☎
０
７
５

（
２
４
１
）
３
２
１

５
）、ま
た
は
最
寄
り

の
労
働
基
準
監
督
署

に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

2
月
15
日
㈰�

京
都
マ
ラ
ソ
ン

　
�

京
都
市
内
ノ
ー
マ
イ
カ
ー
デ
ー�

　

「
京
都
マ
ラ
ソ
ン
２
０
１
５
」
が
、2
月

15
日
㈰
に
京
都
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。（
西

京
極
総
合
運
動
公
園
ス
タ
ー
ト
、平
安
神
宮

前
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
）

　

大
会
当
日
は
、大
規
模
な
渋
滞
が
予
想
さ

れ
ま
す
。
緊
急
車
両
・
路
線
バ
ス
の
運
行
確

保
に
向
け
、交
通
渋
滞
の
発
生
を
防
ぐ
た
め
、

京
都
市
内
で
の
自
家
用
車
の
使
用
を
お
控
え

く
だ
さ
い
。

８
：
55　

車
い
す
競
技
ス
タ
ー
ト

９
：
00　

マ
ラ
ソ
ン
・
ペ
ア
駅
伝
ス
タ
ー
ト

15
：
00　

終
了

　

問
合
せ
／
京
都
市
市
民
ス
ポ
ー
ツ
振
興
室

 

☎
０
７
５（
３
６
６
）０
３
１
4

町
軟
式
野
球
連
盟�

　

平
成
27
年
度
の
登
録
受
付

　

地
域
や
職
場
な
ど
で
野

球
を
楽
し
ん
で
い
る
皆
さ

ん
の
登
録
・
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

　

対
象
チ
ー
ム
／
監
督
を
含
め
10
～
20
人
の

チ
ー
ム
（
性
別
不
問
）　

受
付
期
間
／
2
月

１
日
㈰
～
2
月
15
日
㈰　

登
録
費
用
／
１
３
，

０
０
０
円
（
傷
害
保
険
料
含
む
、大
会
参
加

費
８
，０
０
０
円
別
途
必
要
）　

申
込
／
町
体

育
協
会
事
務
局
（
総
合
体
育
館
内
）
へ　

問

合
せ
／
町
軟
式
野
球
連
盟
理
事
長 

松
尾
憲

さ
ん
☎
０
９
０（
３
８
６
８
）３
５
６
９　

そ

税金や保険料、保育料、上下水道料金はコンビニエンスストアで納付できます。※バーコード印字がない納付書は使用できません。

京都府    
最低賃金 適用対象 現行 改正

金額

時間額
京都府下の事業
場で働くすべて
の労働者及びそ
の使用者

773円 789円



相
談

住
宅
用
火
災
警
報
器�

未
設
置
の
ご
家
庭
は
す
ぐ
に
設
置
を
！

nformation
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住
宅
用
火
災
警
報
器
を
、未
設
置
の
ご

家
庭
が
あ
り
ま
し
た
ら
、す
ぐ
に
設

置
し
て
く
だ
さ
い
。

住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
の
多
く
は
、逃
げ

遅
れ
（
約
６
割
）
に
よ
る
も
の
で
、時
間
帯

で
は
、就
寝
時
間
帯
に
多
く
発
生
し
て
い
ま

す
。住

宅
火
災
に
よ
る
死
者
を
減
ら
す
た
め

消
防
法
が
改
正
さ
れ
、町
で
は
火
災
予
防
条

例
に
よ
り
、平
成
18
年

６
月
か
ら
住
宅
用
火

災
警
報
器
が
義
務
設
置
と
な
り
、既
存
住
宅

に
あ
っ
て
も
平
成
23
年
6
月
1
日
か
ら
設
置

が
義
務
化
さ
れ
、3
年
半
が
経
過
し
ま
し
た
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、火
災
発
生
に
よ

っ
て
生
じ
る
煙
、熱
を
感
知
し
、警
報
音
や
音

声
で
、い
ち
早
く
知
ら
せ
て
く
れ
ま
す
。
家

族
の
命
を
火
災
か
ら
守
る
た
め
、一
日
も
早

い
設
置
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、設
置
さ
れ
た
住
宅
用
火
災
警
報
器

が
適
切
に
機
能
す
る
た
め
に
は
維
持
管
理
が

の
他
／
2
月
下
旬
に
総
会
と
抽
選
会
を
開
催

す
る
予
定
で
す
。
登
録
用
紙
は
体
育
協
会
事

務
局
へ
。

学
校
体
育
施
設�

使
用
団
体
の
登
録

　

平
成
27
年
度
の
町
立
小
・ 

中
学
校
の
体
育
館
及
び
グ
ラ 

ウ
ン
ド
の
使
用
団
体
の
登
録

を
受
け
付
け
ま
す
。
前
年
度

に
登
録
さ
れ
た
団
体
も
再
登

録
が
必
要
で
す
。

　

対
象
／
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
10
人
以 

上
で
構
成
さ
れ
、同
施
設
を
継
続
的
に
使
用

す
る
団
体
（
代
表
者
は
成
人
に
限
る
） 

申

請
・
問
合
せ
／
社
会
教
育
課

京
都
司
法
書
士
会
の
無
料
法
律
相
談

　

相
続
登
記
は
お
済
み
で
す
か
。
京
都
司
法

書
士
会
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
が
行
わ
れ
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

日
時
／
2
月
7
日
㈯　

午
後
1
時
～
4
時

場
所
／
ま
ち
の
駅
ク
ロ
ス
ピ
ア
く
み
や
ま
2

階
交
流
室　

※
申
込
不
要
。
直
接
会
場
へ
お

越
し
く
だ
さ
い
。　

問
合
せ
／
京
都
司
法
書

士
会
☎
０
７
５（
２
４
１
）２
６
６
６

◆

【
行
政
・
人
権
擁
護
相
談
】

　

行
政
相
談
は
、国
の
仕
事
に
つ
い
て
の
要 

望
や
苦
情
の
相
談
、人
権
擁
護
相
談
は
、差
別

や
い
じ
め
な
ど
人
権
に
関
す
る
相
談
。

　

日
時
／
2
月
10
日
㈫ 

午
前
10
時
～
午
後

3
時　

場
所
／
役
場
１
階
相
談
室
１　

【
弁
護
士
無
料
法
律
相
談
】（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

　

町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
者
を
対
象
と
し
た

弁
護
士
に
よ
る
無
料
相
談
。

　

日
時
／
2
月
19
日
㈭　

午
後
1
時
～
3
時

30
分
。
相
談
時
間
は
１
人
25
分
程
度　

場
所

／
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー　

申
込
／
2
月
2
日

㈪
か
ら
同
協
議
会
へ
。
先
着
6
人

【
司
法
書
士
無
料
法
律
相
談
】（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

　

町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
者
を
対
象
と
し
た

金
銭
ト
ラ
ブ
ル
、相
続
、贈
与
、不
動
産
の
売

買
、登
記
、多
重
債
務
、成
年
後
見
な
ど
に
関

す
る
相
談
。

　

日
時
／
2
月
19
日
㈭　

午
後
1
時
～
3
時

30
分
。
相
談
時
間
は
１
人
25
分
程
度
。 

場

所
／
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー　

申
込
／
2
月
2

日
㈪
か
ら
同
協
議
会
へ
。
先
着
6
人　

【
す
こ
や
か
養
育
相
談
】

　

保
育
所
で
は
、子
育
て
に
つ
い
て
の
色
々

な
ご
相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

　

日
時
／
2
月
19
日
㈭　

午
後
1
時
～
4
時

場
所
／
御
牧
・
佐
山
・
宮
ノ
後
保
育
所　

※

電
話
で
の
相
談
は
毎
週
木
曜
日
の
午
前
11
時

～
午
後
4
時
ま
で
お
受
け
し
ま
す
。

【
女
性
の
た
め
の
相
談
】

　

女
性
の
子
育
て
や
介
護
、家
庭
の
問
題
、仕

事
、対
人
関
係
な
ど
の
相
談
。

　

日
時
／
2
月
10
日
㈫
、24
日
㈫　

午
前
10

時
～
午
後
1
時　

※
面
接
・
電
話
相
談
と
も

前
日
ま
で
に
総
務
課
に
申
込
を
。
定
員
に
満

た
な
い
場
合
は
当
日
も
受
け
付
け
ま
す
。

【
消
費
生
活
相
談
】

 　

日
時
／
毎
週
水
曜
日　

午
前
10
時
～
午
後

4
時　

場
所
／
役
場
2
階
会
議
室
22

 

（
16
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

重
要
で
す
。「
い
ざ
」
と
い
う
と
き
に
き
ち

ん
と
働
く
よ
う
、日
頃
か
ら
作
動
確
認
と
手

入
れ
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

①�「
電
池
切
れ
に
注
意
！
」
定
期
的
に
作
動

確
認
を

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
電
池
が
切
れ
る

と
作
動
し
な
く
な
り
ま
す
。
定
期
的
に
点
検

ボ
タ
ン
を
押
す
な
ど
し
て
作
動
確
認
し
ま
し

ょ
う
。

②
定
期
的
に
手
入
れ
を

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
ホ
コ
リ
が
入
る

と
誤
作
動
を
起
こ
す
場
合
が
あ
り
ま
す
。
定

期
的
に
掃
除
を
し
ま
し
ょ
う
。

掃
除
の
方
法
は
機
種
に
よ
っ
て
違
い
ま

す
の
で
取
扱
説
明
書
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

③
警
報
音
が
火
災
以
外
で
鳴
っ
た
時
は

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、電
池
が
切
れ
そ

う
に
な
っ
た
際
や
故
障
の
際
に
音
や
光
で
知

ら
せ
て
く
れ
る
機
種
が
あ
り
ま
す
。

火
災
以
外
で
警
報
音
が
鳴
っ
た
時
は
、警

報
停
止
ボ
タ
ン
を
押
す
、ひ
も
が
つ
い
て
る

タ
イ
プ
は
ひ
も
を
引
く
。
も
し
く
は
室
内
の

換
気
を
す
る
と
警
報
音
は
止
ま
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、取
り
扱
い
説
明
書
を
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

④
本
体
交
換
及
び
廃
棄
方
法

住
宅
用
火
災
警
報
器
本
体
も
セ
ン
サ
ー

な
ど
の
寿
命
に
よ
り
交
換
が
必
要
で
す
。
10

年
を
目
安
に
交
換

し
て
く
だ
さ
い
。

廃
棄
す
る
場
合
は
、本
体
と
電
池
を
分
別

し
、電
池
は
、町
が
指
定
す
る
袋
に
入
れ
燃
や

す
ご
み
の
日
に
出
し
て
し
て
く
だ
さ
い
。

注
意　

消
防
署
か
ら
訪
問
販
売
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

悪
質
な
訪
問
販
売
に

は
十
分
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

　

問
合
せ
／
消
防
本

部
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【
暮
ら
し
と
仕
事
の
相
談
】

　

家
庭
の
事
情
や
失
業
等
で
困
っ
て
い
た
り
、

生
活
を
立
て
直
し
た
い
け
れ
ど
、ど
う
し
た

ら
よ
い
か
分
か
ら
な
い
、そ
ん
な
悩
み
に
、相

談
支
援
員
が
解
決
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

　

日
時
／
2
月
5
日
㈭　

午
前
11
時
～
正
午
、

午
後
1
時
～
3
時　

場
所
／
役
場
１
階
相
談

【
申
込
と
費
用
】

　

各
教
室
の
参
加
申
込
は
、来
館
ま
た
は
電

話
の
う
え
、参
加
者
本
人
か
そ
の
保
護
者
な

ど
が
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
定
員
に
な
り
次
第
、

締
め
切
り
ま
す
。

　

費
用
は
2
月
10
日
㈫
ま
で
に
ゆ
う
ホ
ー
ル

窓
口
（
午
前
９
時
～
午
後
９
時
）
へ
お
支
払

い
く
だ
さ
い
。
費
用
の
記
載
が
な
い
教
室
は

無
料
で
す
。

漢
字
の
達
人
教
室

　

日
時
／
2
月
7
日
㈯　

午
前
9
時
30
分
～

10
時
30
分　

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
2
～

6
年
生　

内
容
／
漢
字
に
慣
れ
親
し
み
、文

字
を
丁
寧
に
書
く
こ
と
を
学
び
ま
す　

定
員

／
20
人

室　

問
合
せ
／
京
都
府
山
城
北
保
健
所
福
祉

室
☎
０
７
７
４（
２
１
）２
１
０
２　

【
心
配
ご
と
相
談
】（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

　

日
時
／
2
月
12
日
㈭
、26
日
㈭ 

午
後
1
時

～
4
時　

場
所
／
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
ふ
れ
あ
い
テ
レ
ホ
ン
相
談
】（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

　

電
話
に
よ
る
色
々
な
悩
み
ご
と
の
相
談
。

　

専
用
電
話
：
０
７
５（
６
３
１
）３
４
２
１

相
談
時
間
：
午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時

【
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事
業
に
関
す
る

相
談
】（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

　

認
知
症
や
も
の
忘
れ
の
あ
る
人
、知
的
や

精
神
障
害
の
あ
る
人
で
、日
常
的
な
金
銭
管

理
や
通
帳
の
管
理
が
不
安
な
（
で
き
な
い
）

人
に
対
し
て
、自
立
し
た
生
活
を
支
援
す
る

相
談
で
す
。
電
話
相
談
も
お
受
け
し
ま
す
。

　

日
時
／
2
月
12
日
㈭

午
後
1
時
～
4
時　

場

所
／
地
域
福
祉
セ
ン
タ

ー

週
末
の
星
空
観
察
会

　

日
時
／
2
月
７
日
㈯ 

午
後
6
時
30
分
～
7
時

30
分 

冬
の
星
座
を
観
察 

28
日
㈯ 

午
後
6
時
30
分 

～
7
時
30
分 

月
と
金
星
・
木
星
を
観
察
。

受
付
は
当
日
の
終
了
時
間
の
30
分
前
ま
で 

対
象
／
星
空
に
興
味
の
あ
る
人
。
※
た
だ

し
、
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
。
雨
天
・

曇
天
の
場
合
は
中
止
。

小
学
生
（
親
子
）
科
学
教
室

　

日
時
／
2
月
11
日
㈬　

午
前
10
時
～
正
午

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
生
と
そ
の
保
護

者
。
た
だ
し
1
～
3
年
生
は
保
護
者
の
同
伴

が
必
要　

内
容
／
科
学
ビ
デ
オ
の
視
聴
と
身

近
な
科
学
実
験　

定
員
／
10
組

漢
字
出
直
し
塾

　

日
時
／
2
月
13
日
㈮
、27
日
㈮　

午
前
10

時
～
11
時
30
分　

対
象
／
町
内
在
住
ま
た
は

在
勤
で
18
歳
以
上
の
人　

内
容
／
プ
リ
ン
ト

を
使
っ
た
自
習
形
式
で
、小
学
校
で
習
う
漢

字
か
ら
も
う
一
度
学
び
直
し
ま
す　

定
員
／

30
人
（
申
込
不
要
。
当
日
直
接
お
越
し
く
だ

さ
い
）　

費
用
／
１
０
０
円

小
学
生
工
作
教
室

　

日
時
／
2
月
14
日
㈯ 

①
午
前
9
時
～
正
午
②
午

後
2
時
～
5
時　

15
日
㈰

③
午
前
9
時
～
正
午
④
午

後
2
時
～
5
時　

※
①
～
④
か
ら
選
ん
で
く

だ
さ
い　

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
生　

内

容
／
杉
板
で
筆
箱
を
作
り
ま
す　

定
員
／
各

8
人　

費
用
／
１
０
０
円

大
人
ビ
デ
オ
鑑
賞
教
室

　

日
時
／
2
月
18
日
㈬　

午
後
1
時
30
分
～

3
時　

対
象
／
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
で
18

歳
以
上
の
人　

内
容
／
「
驚
異
の
大
自
然
」

と
「
偉
人
た
ち
の
夢
」
の
ビ
デ
オ
鑑
賞　

定

員
／
25
人
（
申
込
不
要
。
当
日
、直
接
お
越

し
く
だ
さ
い
）

脳
若
返
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

日
時
／
2
月
19
日
㈭　

午
前
10
時
～
11
時

30
分　

対
象
／
町
内
在
住
の
お
お
む
ね
50
歳

以
上
の
人　

内
容
／
楽
し
い
学
習
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
脳
の
若
返
り
を
図
り
ま
す　

定
員
／
30

人
（
申
込
不
要
。
当
日
、直
接
お
越
し
く
だ

さ
い
）

小
・
中
学
生
の
た
め
の
囲
碁
教
室

　

日
時
／
2
月
21
日
㈯　

午
前
9
時
30
分
～

11
時
30
分　

対
象
／
町
内
在
住
の
小
・
中
学

生
と
保
護
者　

内
容
／
囲
碁
を
基
礎
か
ら
楽

し
く
学
び
ま
す　

定
員
／
20
人

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室

　

日
時
／
2
月
22
日
㈰　

午
前
9
時
30
分
～

正
午　

対
象
／
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
で
18

歳
以
上
の
人　

内
容
／
季
節
の
花
で
ア
レ
ン

ジ
メ
ン
ト
を
作
り
ま
す　

定
員
／
16
人　

費

用
／
１
，５
０
０
円

童
謡
を
楽
し
む
会

　

日
時
／
2
月
25
日
㈬　

午
前
10
時
～
11
時

30
分　

対
象
／
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
で
お

お
む
ね
50
歳
以
上
の
人　

内
容
／
先
生
の
ピ

ア
ノ
に
合
わ
せ
て
、童
謡
な
ど
を
楽
し
く
歌

い
ま
す　

定
員
／
60
人
（
申
込
不
要
。
当
日
、

直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
）　

費
用
／
資
料
代

必
要小

学
生
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室

　

日
時
／
2
月
22
日
㈰　

午
後
1
時
30
分
～

町
の
施
設

ふ
れ
あ
い
交
流
館

ゆ
う
ホ
ー
ル

　

申
込
は
２
月
３
日
㈫ 

午
前
９
時
か
ら

【
休
館
日
】
毎
週
月
曜
日
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nformation

4
時　

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
3
～
6
年 

生　

内
容
／
季
節
の
花
で
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト 

を
作
り
ま
す　

定
員
／
16
人　

費
用
／
８
０ 

０
円文

化
施
設
見
学
会

　

日
時
／
3
月
1
日
㈰

午
前
8
時
50
分
～
午
後

6
時　

対
象
／
町
内
在 

住
ま
た
は
在
勤
で
18
歳

以
上
の
人　

内
容
／
名
古
屋
市
科
学
館
へ
行

き
、
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
を
観
覧　

定
員
／
30

人　

費
用
／
２
，０
０
０
円

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
使
用
講
習
会�

　

＆
相
談
日

　

日
時
／
2
月
8
日
㈰
、22
日
㈰　

午
前

10
時
～
10
時
40
分　

2
月
16
日
㈪
、26
日
㈭ 

午
後
7
時
～
7
時
40
分　

※
い
ず
れ
か
一
日

選
ん
で
く
だ
さ
い　

対
象
／
12
歳
以
上
の
人

（
小
学
生
を
除
く
）　

内
容
／
体
育
館
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
の
使
用
方
法
な
ど
を
学
び
、

機
器
を
利
用
す
る
た
め
に
必
要
な
講
習
会
で

す
。
ま
た
、ト
レ
ー
ニ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
な

ど
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。 

定
員
／
各
先

着
15
人　

費
用
／
５
０
０
円
（
講
習
会
受
講

済
で
相
談
だ
け
の
場
合
は
、ト
レ
ー
ニ
ン
グ

ル
ー
ム
使
用
料
だ
け
必
要
）　

そ
の
他
／
顔

写
真
（
2.5 

cm
×
２
cm
）
１
枚
必
要

体
育
館
開
放
ス
ポ
ー
ツ
デ
ー

　

日
時
／
①
2
月
14
日

㈯
②
28
日
㈯　

午
前
９

時
～
正
午　

対
象
／
町

内
在
住
ま
た
は
在
勤
、

在
学
の
人　

種
目
／
①
小
学
生
用
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
、バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、バ
ド
ミ
ン

ト
ン
、ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、卓
球
、輪
投

げ
な
ど　

②
小
学
生
用
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、ソ
フ

ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
、バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
な
ど　

内
容
／
メ

イ
ン
ア
リ
ー
ナ
を
無
料
で
開
放
し
ま
す
。
申

込
不
要
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

漬
け
物
（
キ
ム
チ
）
教
室

　

日
時
／
2
月
13
日
㈮　

午
前
9
時
30
分
～

正
午　

対
象
／
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
で
18 

歳
以
上
の
人　

内
容
／
季
節
の
野
菜
で
キ
ム 

チ
漬
け
の
コ
ツ
を
学
び
ま
す
。  

講
師
／

内
田
公
昭
さ
ん　

定
員

／
先
着
15
人　

費
用
／

９
０
０
円　

持
ち
物
／
エ

プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
ふ
き

ん
・
タ
オ
ル
・
筆
記
用
具

ア
イ
デ
ア
工
作
教
室

　

日
時
／
2
月
23
日
㈪　

午
後
１
時
30
分
～

4
時
30
分　

対
象
／
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤

で
18
歳
以
上
の
人　

内
容
／
小
さ
な
布
や
菓

子
の
空
き
箱
を
利
用
し
て
つ
ま
み
細
工
の
ブ

ロ
ー
チ
を
作
り
ま
す　

講
師
／
長
谷
川
寿
美

さ
ん　

定
員
／
先
着
15
人　

費
用
／
３
０
０

円　

持
ち
物
／
針
仕
事
に
メ
ガ
ネ
が
必
要
な

人
は
ご
持
参
く
だ
さ
い

く
み
や
ま
フ
ァ
ミ
リ
ー
シ
ア
タ
ー

　

京
都
フ
ィ
ル
ハ
ー

モ
ニ
ー
室
内
合
奏
団

公
演
。
親
子
で
楽
し

む
「
ウ
イ
ン
タ
ー
コ

ン
サ
ー
ト
」

　

日
時
／
2
月
8
日
㈰　

午
前
11
時
開
演 

（
10
時
30
分
開
場
）　

場
所
／
中
央
公
民
館 

ホ
ー
ル　

入
場
料
／
フ
ァ
ミ
リ
ー
券
１
，０ 

０
０
円
（
大
人
１
人
と
子
ど
も
１
人
）
、
子

ど
も
券
４
０
０
円
（
3
歳
以
上
中
学
生
以

下
）
、大
人
券
８
０
０
円　

※
入
場
券
は
中

央
公
民
館
、ゆ
う
ホ
ー
ル
、総
合
体
育
館
で
販

売
中
で
す
。

あ
そ
び
の
広
場�
節
分
の
つ
ど
い

　

鬼
の
面
を
作
っ
て
、
豆
ま
き
を
し
ま 

す
。

　

日
時
／
2
月
3
日
㈫

午
前
10
時
～
11
時
30
分

地
域
で
あ
そ
ぼ
う
「
つ
ど
い
の
ひ
ろ
ば
」

　

今
月
は
ク
ロ
ス
ピ
ア
く
み
や
ま
で
開
催
し

ま
す
。

　

日
時
／
2
月
6
日
㈮
、20
日
㈮　

午
前
9

時
30
分
～
11
時
30
分　

場
所
／
ク
ロ
ス
ピ
ア

く
み
や
ま

日
曜
開
館

　

日
時
／
2
月
8
日
㈰　

午
前
8
時
30
分
～

午
後
5
時
（
プ
レ
イ
ル
ー
ム
利
用
は
午
前
９

時
～
午
後
４
時
30
分
）

親
子
ひ
ろ
ば

　

日
時
／
2
月
13
日
㈮
、27
日
㈮　

午
前
9

時
30
分
～
11
時
30
分
。
27
日
は
、11
時
か
ら

図
書
館
司
書
に
よ
る
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
が

あ
り
ま
す　

場
所
／
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
2

階
視
聴
覚
室

２
月
の
誕
生
会

　

2
月
生
ま
れ
の
友
達
の
誕
生
会
を
し
ま
す
。

み
ん
な
で
お
祝
い
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

誕
生
会
に
参
加
の
2
月
生
ま
れ
の
友
達
は
、

24
日
㈫
ま
で
に
来
館
の
う
え
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
写
真
入
り
の
誕
生
カ
ー
ド
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

　

日
時
／
2
月
26
日
㈭ 

午

前
11
時
20
分
か
ら

総
合
体
育
館

　

申
込
は
２
月
２
日
㈪ 

午
前
９
時
か
ら

【
休
館
日
】毎
週
水
曜
日（
祝
日
は
開
館
）

中
央
公
民
館

　

申
込
は
２
月
２
日
㈪　

午
前
９
時
か
ら
。

申
込
人
数
の
少
な
い
教
室
は
、
開
催
を
中

止
、
ま
た
は
延
期
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

【
休
館
日
】
毎
週
水
曜
日
。
２
月
11
日
㈷
は 

開
館
。
12
日
㈭
は
休
館
し
ま
す
。

【
休
館
日
】 

毎
週
日
曜
日
（
第
２
日
曜
日

　
　
　
　

  
を
除
く
）、
月
曜
日
・
祝
日

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

あ
い
あ
い
ホ
ー
ル
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1歳8か月児健診（1月16日）で
見つけたかわいい笑顔です。

国
保
の
出
産
育
児
一
時
金

　

国
民
健
康
保
険
の
加

入
者
が
出
産
し
た
場
合
、

出
産
・
育
児
の
費
用
負

担
を
減
ら
す
目
的
と
し

て
、
出
産
児
1
人
に
つ

き
42
万
円（
産
科
医
療
保
障
制
度
に
加
入
し
て
い
な

い
病
院
等
で
の
出
産
の
場
合
40
万
4
千
円
）の
出
産

育
児
一
時
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

病
院
等
が
国
保
加
入
者
に
代
わ
っ
て
、
直
接
久
御

山
町
へ
出
産
育
児
一
時
金
の
申
請
を
す
る
「
直
接
支

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
行
動
計
画

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
募
集

　

町
で
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
発
生
時
に

お
け
る
対
応
策
を
定
め
る
「
久
御
山
町
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
等
対
策
行
動
計
画
」
の
策
定
を
進
め
て
い

ま
す
。
こ
の
ほ
ど
、
計
画（
案
）を
策
定
し
ま
し
た
の

で
、
広
く
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

■�

意
見
の
募
集
期
間（
必
着
）／
2
月
2
日
㈪
～
13
日

㈮
■�

閲
覧
方
法
／
計
画（
案
）の
内
容
は
、
長
寿
健
康
課
、

中
央
公
民
館
、
ゆ
う
ホ
ー
ル
、
総
合
体
育
館
、
ク

ロ
ス
ピ
ア
く
み
や
ま
、
い
き
い
き
ホ
ー
ル
、
あ

献
血

　

献
血
は
、
16
歳
か
ら
69
歳
ま
で

幅
広
い
層
に
わ
た
っ
て
で
き
る
、

身
近
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
本

人
確
認
が
で
き
る
も
の（
運
転
免
許
証
、
健
康
保
険

証
な
ど
）を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
海
外
旅
行
か
ら
帰
国
後
4
週
間
を
経
過
し

払
制
度
」
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
国
保
加
入
者
が
病

院
等
の
窓
口
で
実
際
に
支
払
う
出
産
費
用
は
、
出
産

育
児
一
時
金
を
上
回
っ
た
額
の
み
と
な
り
、
あ
ら
か

じ
め
多
額
の
出
産
費
用
を
準
備
す
る
必
要
が
あ
り
ま

せ
ん
。

　

な
お
、
出
産
費
用
が
出
産
育
児
一
時
金
の
支
給

額
未
満
だ
っ
た
場
合（
帝
王
切
開
な
ど
異
常
分
娩
で

保
険
適
用
の
場
合
な
ど
）、
後
日
申
請
す
る
こ
と
で
、

そ
の
差
額
分
の
給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

直
接
支
払
制
度
を
取
り
扱
っ
て
い
な
い
病
院
も
あ

り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
出
産
予
定
の
病
院
等
に
ご

確
認
く
だ
さ
い
。　
　
　
　

問
合
せ
／
国
保
医
療
課

い
あ
い
ホ
ー
ル
、
荒
見
苑

で
閲
覧
で
き
ま
す
。
ま
た
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲

載
し
ま
す
。

■
意
見
の
提
出
方
法
／
任

意
の
用
紙
に
「
久
御
山
町
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等

対
策
行
動
計
画（
案
）」
と
記
載
の
う
え
、
住
所
、
氏

名
を
明
記
し
て
持
参
か
郵
送
、
F
A
X
、
E
メ
ー
ル

で
２
月
13
日
㈮
ま
で
に
長
寿
健
康
課
へ
。
電
話
不
可
。

　

※
ご
意
見
と
回
答
は
、
後
日
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
及

び
長
寿
健
康
課
な
ど
閲
覧
場
所
に
お
い
て
公
表
し
ま

す（
個
別
回
答
は
し
ま
せ
ん
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
）。

問
合
せ
／
長
寿
健
康
課

て
い
な
い
な
ど
、
献
血
が
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
16
～
17
歳
は
2
0
0
ml
の
み
可
能
、
65

歳
以
上
は
、
60
～
64
歳
の
間
に
献
血
経
験
の
あ
る
人

に
限
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

日
時
／
2
月
6
日
㈮　

午
前
10
時
～
正
午
、
午
後

1
時
～
3
時
30
分　

場
所
／
イ
オ
ン
久
御
山
店
１
階 

憩
い
の
広
場　

問
合
せ
／
長
寿
健
康
課
、
京
都
府
赤

十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
☎
0
7
5（
5
3
1
）0
1
1
1

保健予防のコーナー

2月の母子保健
健診名など 日（曜） 受付時間 対　象 内　容

離乳食教室 5日（木）午前10時～10時15分 3～10か月児の保護者
離乳食の指導、作り方の
実習と試食（初期・中期・
後期）

1歳8か月児健診 13日（金）午後1時20分～1時40分 平成25年5月生まれ
医師、歯科医師による健
康診査、身体的・精神的
な発達指導

10か月児健診 16日（月）午後1時20分～1時50分 平成26年3月生まれ 医師による健康診査、離乳・保育・栄養などの指導

3～4か月児健診 17日（火）午後1時20分～1時40分 平成26年10月生まれ
医師による健康診査、離
乳・保育・栄養などの指
導、ブックスタート

乳幼児相談 18日（水）午前9時30分～10時30分 乳幼児 発達・育児・栄養などの
相談

3歳児健診 20日（金）午後1時20分～2時 平成23年7月生まれ
医師、歯科医師による健
康診査、身体的・精神的
な発達指導

パパ＆ママ教室
（第1回） 25日（水）午後1時　～1時15分 妊婦と家族 妊娠中の過ごし方、プレ

ママ体操、交流会

会場は、保健センターです。母子健康手帳・健康手帳をお持ちの人は、必ずご持参ください。
 問合せ／長寿健康課
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い
き
い
き
健
康
教
室���

栄
養
編�

　
「
生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る
」
を
目
標
に
楽
し

く
料
理
を
し
な
が
ら
、
自
分
の
健
康
を
見
つ
め
て

み
ま
し
ょ
う
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
血
液
サ
ラ
サ
ラ
減ヘ

ルる
脂シ

ーー

生
活
」
で
す
。
食
べ
方
を
工
夫
す
る
こ
と
で
、
元

気
な
毎
日
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

　

日
時
／
2
月
26
日
㈭　

午
前
10
時
～
午
後
2
時

（
９
時
30
分
か
ら
受
付
）　

場
所
／
保
健
セ
ン
タ

ー
調
理
実
習
室　

対
象
／
40
歳
以
上
の
人　

内

食
品
衛
生
推
進
員
と
の
懇
談
会

●
衛
生
管
理
の
悩
み
を
一
挙
に
解
決

　

宇
治
公
衆
衛
生
協
会
で
は
、「
第
７
回
消
費
者
と

行
政
お
よ
び
食
品
衛
生
推
進
員
と
の
懇
談
会
」
を

開
催
し
ま
す
。
消
費
者
の
立
場
で
の
参
加
者
を
募

集
し
ま
す
。

頭
と
体
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室

●
認
知
症
や
転
倒
予
防
に

　

役
立
つ
も
の
と
は

　

町
で
は
、
認
知
症
や
転
倒

を
予
防
す
る
た
め
、
体
を
動

か
し
な
が
ら
学
ぶ
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　

日
程
等
／
下
表　

対
象
／

町
内
在
住
で
40
歳
以
上
の
人　

定
員
／
各
会
場
20

人　

費
用
／
無
料　

申
込
・
問
合
せ
／
健
康
セ
ン

タ
ー
い
き
い
き
ホ
ー
ル

容
／
調
理
実
習（
日
常

の
食
生
活
で
で
き
る
工

夫)

、
保
健
師
、
栄
養

士
に
よ
る
「
脂
質
異
常

症
予
防
に
つ
い
て
」
の
話
し　

献
立
／
豆
腐
と
豚

肉
の
フ
ラ
イ
パ
ン
蒸
し
梅
肉
だ
れ
、
白
菜
と
里
芋

の
薄
く
ず
煮
、
小
松
菜
と
押
し
麦
の
お
浸
し
、
抹

茶
ミ
ル
ク
プ
リ
ン　

持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
、
三
角

巾
、
手
拭
タ
オ
ル
、
筆
記
用
具
等　

費
用
／
無
料  

定
員
／
先
着
16
人　

申
込
・
問
合
せ
／
2
月
2
日

㈪
～
19
日
㈭
に
長
寿
健
康
課
へ
。
電
話
可

　

日
時
／
2
月
12
日
㈭　

午
後
2
時
～
4
時　

場

所
／
京
田
辺
市
中
部
住
民
セ
ン
タ
ー「
せ
せ
ら
ぎ
」  

内
容
／
①
最
新
の
ノ
ロ
ウ
ィ
ル
ス
等
の
食
中
毒

・
感
染
症
対
策
に
つ
い
て
の
講
習
会　

～
従
来
の

衛
生
管
理
の
悩
み
を
一
挙
に
解
決
～　

②
グ
ル
ー

プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど　

参
加
費
／
無
料　

申
込
・
問
合
せ
／
宇
治
公
衆
衛
生
協
会
事
務
局
☎

0
7
7
4（
2
4
）9
1
0
1

日程 時間 場所
２月20日（金）

午後2時
～3時30分

健康センターい
きいきホール３月20日（金）

３月13日（金） 老人福祉セン
ター荒見苑

３月25日（水） まちの駅クロス
ピアくみやま

内容／▶認知症とは▶日常生活で認知症
を予防する方法▶認知症にならないため
の椅子体操　講師／ノーザンライツコー
ポレーション 健康運動指導士 浅野清心
さん、村田 壮さん　ほか

■
む
し
歯
予
防

　

む
し
歯
の
要
因
は

「
糖
分
な
ど
む
し
歯
菌

の
栄
養
と
な
る
も
の
を

多
く
と
る
」「
む
し
歯
菌

が
増
え
る
」「
歯
の
質
が

弱
く
な
る
」の
3
つ
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

3
つ
の
要
因
を
抑
え
、む
し
歯
を
予
防
し

ま
し
ょ
う
。

①
お
や
つ
の
食
べ
方
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

　

キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
や
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
は
む

し
歯
菌
の
栄
養
と
な
る
糖
分
を
多
く
含
ん

で
い
る
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

「
だ
ら
だ
ら
食
べ
」は
、歯
の
再
生
機
能
が

働
か
ず
、ど
ん
ど
ん
歯
の
表
面
が
溶
け
て

い
き
ま
す
。
お
や
つ
の
時
間
を
決
め
る

な
ど
、口
の
中
に
何
も
入
っ
て
い
な
い
時

間
を
し
っ
か
り
と
つ
く
る
こ
と
が
大
切
で

す
。

②
食
後
の
歯
磨
き
を
習
慣
に
し
ま
し
ょ
う

　

食
べ
た
ら
磨
く
習
慣
づ
く
り
が
基
本
で

す
。
ど
う
し
て
も
歯
磨
き
が
で
き
な
い
時

は
、お
茶
や
水
を
飲
む
か
、う
が
い
を
す
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

③
フ
ッ
化
物
を
利
用
し
ま
し
ょ
う

　

フ
ッ
素
塗
布
や
フ
ッ
化
物
を
配
合
し
た

歯
磨
き
剤
な
ど
の
使
用
も
効
果
的
で
す
。

フ
ッ
化
物
を
上
手
に
使
い
、歯
を
強
く
し

ま
し
ょ
う
。

■
歯
周
病
予
防

　

歯
周
病
は
、永
久
歯
を
失
う
最
大
の
原

因
と
な
っ
て
お
り
、悪
化
す
る
と
お
口
の

中
だ
け
で
は
な
く
、糖
尿
病
や
心
臓
病
な

ど
他
の
病
気
に
も
悪
影
響
を
与
え
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

歯
周
病
の
予
防
に
は
む
し
歯
予
防
と
同

じ
よ
う
に
、口
の
中
の
環
境
を
良
い
状
態

に
保
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。
正
し
い
歯
磨

き
と
歯
間
ブ
ラ
シ
や
糸
つ
き
よ
う
じ
な
ど

を
使
っ
た
セ
ル
フ
ケ
ア
を
心
が
け
ま
し
ょ

う
。

■
年
に
一
度
は
歯
科
検
診
を

　

久
御
山
町
の
歯
科
健
診
受
診
率
は
全
国

と
比
べ
る
と
高
い
も
の
の
、約
半
数
の
人

は
過
去
１
年
間
で
歯
科
健
診
を
受
け
て
い

な
い
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
口
の

健
康
を
保
ち
、よ
く
噛
ん
で
お
い
し
く
食

べ
る
こ
と
で
、心
も
体
も
健
康
に
過
ご
し

た
い
も
の
で
す
。
そ
の
た
め
に
も
、年
に

１
度
は
歯
科
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

健康くみやま21健康くみやま21
シリーズ

NO.103

「むし歯」と「歯周病」を予防しましょう歯科健診受診率

資料：町民アンケート調査（平成25年）
厚生労働省「国民健康・栄養調査」（平成22年）
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地
区
名
　  

夫
の
氏
名
・
妻
の
氏
名

東
一
口	

鵜
ノ
口
優
馬
・
鵜
ノ
口
美
里

市
　
田	

田
中
　
裕
基
・
田
中
　
浩
子

　
〃
　	

山
田
　
高
明
・
山
田
　
千
晶

下
津
屋	

辰
村
　
直
紀
・
辰
村
　
昭
乃 す

ま
い
ざ
ご
う
と
で
め
お

す
ま
い
ざ
ご
う
と
で
め
お

生
誕
お

平成26年12月15日から27年1月14日までの受付分（敬称略）

ご
結
婚

地
区
名 

出
生
児 

父
・
母

大
橋
辺	

安
達
　
心み
か
な奏	

元
洋
・
み
ち
か

島
　
田	

青
栁
　
　
岳が
く

　	

京
太
・
あ
ゆ
み

	

〃	

寺
内
　
悠は
る
ま真	

優
介
・
亜
主
香

	

野
　
村	

川
嶋
　
皇お
う
す
け介	

裕
貴
・
瑠
美

	

東
一
口	

野
村
　
一い
ち
か華

　	

宗
隆
・
明
子

	

佐
　
山	

水
野
　
陽ひ
な
た葵	

健
太
郎
・
実
乃
里

	

佐
　
古	

倉
田
　
桃も
も
か花	

芳
春
・
里
奈

	

〃	

小
薮
　
凜り
ん
と斗	

亮
太
・
淳
子

	

林	

吉
田
　
　
光ひ
か
る	

　
晋
・
愛

田
　
井	

林
　
　
玲れ

な那	

秀
之
・
梨
沙

下
津
屋	

宇
田
莉り

お

な
愛
菜	

達
弘
・
菜
美

	

〃	

大
嶋
　
寧ね
お
ん恩	

和
也
・
淳
子

◀�

竹
管
を
割
っ
て
粥
の
詰
ま
り
具
合
を
判
定
す
る
粥
占
神
事

1月14日、地域のシニアクラブの皆
さんが東角幼稚園を訪問、園児たちと
正月遊びで交流しました。
訪問したのは栄3・4丁目の松栄会
と東佐山団地の青空会の7人で、子ど
もたちとふれあいが深まればと、年に
1，2回同幼稚園を訪れています。
この日は、昔ながらのこま回しや福
笑いなどの正月遊びや、お手玉、あや
とりなどを園児に伝授。福笑いでは出
来上がった顔を見て大笑いするなど、
楽しいひと時を過ごしました。
シニアクラブの皆さんも「子どもた
ちが喜んでくれるので、元気がもらえ
ます」とほほえんでいました。

御牧小学校の小正月の伝統行事
「左義長」（とんど）が、１月16日、同校
グラウンドで行われました。
左義長は高さ約12㍍、周囲18㍍の
立派なもの。同校ＰＴＡとおやじの会
が1日がかりで組み立て、児童もわら
を運んだりするなど力を合わせて完
成させました。
当日、全校児童がグラウンドに集
合。「元気に過ごせますように」、「仲
良く学校に来れますように」など、「学
級の願い」を発表し、書初めとともに
左義長に取り付けた後、点火。周りを
取り囲む児童や保護者、保育所・幼稚
園児らは、勢いよく燃え上がる炎に願
いを託し、天を見上げていました。佐山の雙

さ ぐ り

栗神社で1月15日、農作物
の豊凶を小

あ ず き

豆粥
がゆ

で占う粥
かゆうら

占神
し ん じ

事が行
われました。
午前0時、奥村宮司による祝

の り と

詞で始
まった神事は、宮総代らの手によって
釜の中に8種類の農作物の札がつい
た竹管が入れられ、1時間30分かけて
炊きあげられた後、竹管の中の粥の詰
まり具合で農作物の豊凶が占われま
した。
結果は、早

わ せ

稲10分、中
な か て

稲1分、晩
お く て

稲7
分、綿7分、大豆4分、芋10分、黍

きび

8分、
梨6分となり、「今年は昨年より安定
するものの、短期間での災害に注意が
必要」と判定されました。

昔ながらの正月遊び 燃え上がる炎に願い託し

農作物の豊凶を占う

東角幼稚園 御牧小学校で左義長

雙栗神社で粥占神事

▲�福笑いを楽しむ園児たち ▲�児童たちが見守る中、勢いよく燃え上が
る左義長
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わがやの

まちの話題！ア・レ・コ・レ
明るく楽しい話題がありましたら、総務課秘書広報係へ
ご連絡ください。

冬休みに親子で料理を通して食育を考えようと、12月
24日、保健センター調理実習室で「おやこの食育講座」が
開かれ、7組15人の親子が料理に挑戦しました。
この日の献立は、ベークドチキン、バターロールサンド、
雪だるまサラダなど5種類。時間に追われながらも、子ども
たちもピーラーや包丁を使って皮をむいたり、刻んだり、講
師の「久味の会」の指導を受けながら、お母さんと力を合わ
せて次々に仕上げていきました。
出来上がった料理は、バイキング形式で実食。自分で作っ
ただけに、どれもおいしくいただきました。

1月10日、東角小学校グラウンドで、同校運営協議会主
催の「芝生de遊ぼう」が開催され、約70人が参加して大縄
跳びで子どもたちと地域住民が交流を深めました。
グラウンド南側の芝生の活用を兼ねて開催したもので、
夏にはグラウンドゴルフ大会も実施されています。
大縄跳びは、6，7人のチームを組んで、3分間に飛んだ
回数を競い合うもの。同協議会の役員や保護者、地域住民ら
が縄を回す中で、子どもたちは、「1、2、3…」と、底冷えの
寒さを吹き飛ばして元気よくジャンプしていました。

佐山学び塾の「新春！餠つき＆オセロゲーム大会」が1
月10日、親子ら約50人が参加して佐山の日本ファミリー
ビルで開催されました。
同塾では、子どもたちと地域住民のふれあいをと、年間を
通じて田植えやさつまいもの収穫、夏休みの宿題など季節
に合った行事が行われており、回を重ねるごとに子どもか
ら挨拶をするようになるなど、絆が生まれています。
この日は、用意された臼と杵で子どもたちが順番に餅を
つき、つき上がったお餠は、きなこ餠やぜんざいにしておい
しくいただきました。

佐山まなび塾

東角小学校

新春餠つきでふれあい

寒さ吹き飛ばし大縄跳びで交流

冬休み、料理に挑戦

▲親子で力を合わせて楽しく料理づくり

▲つきあがった餠を丸める子どもたち

▶�

大
縄
跳
び
で
子
ど
も
た
ち
と
地
域
の

住
民
が
交
流

谷
口
　
琥く

れ
あ玲

・
聖せ

い
あ玲

ち
ゃ
ん

（
3
歳
・
1
歳
2
か
月
）

夏
に
産
ま
れ
て
く
る
赤
ち
ゃ
ん
と
も

仲
良
く
遊
ん
で
あ
げ
て
ネ
ッ
♡

おやこの食育講座

高
島
　
羽う
の
ん音

ち
ゃ
ん

黒
川
　
陽よ
う
す
け佑

ち
ゃ
ん

ダ
ン
ス
と
お
し
ゃ
べ
り
が
大
好
き
。

い
つ
も
楽
し
ま
せ
て
く
れ
て

あ
り
が
と
う
♡

い
つ
も
明
る
い
笑
顔
を
あ
り
が
と
う
。

こ
れ
か
ら
も
い
っ
ぱ
い
遊
ぼ
う
ね
！

（
1
歳
9
か
月
）

（
2
歳
2
か
月
）
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し尿 くみもれの場合は、必ず収集口から確認のうえ、翌日(翌日が土曜日・日曜日・祝日の場合はその翌日）に、
城南衛生管理組合☎ 075-(631)-5171へ連絡してください。

2月12日（木）
3月 5日（木）

藤和田・島田・東島田・東ー口（国
道1号以東）・森（国道1号以東）・
森村東（国道1号以東）・野村・野村
村東・佐山・新開地・佐古・清水・
林・市田・田井・荒見・下津屋

2月13日（金）
3月 6日（金）

大橋辺・北川顔・坊之池・森（国道
1号以西）・森村東（国道1号以西）・
西ー口・中島・相島

2月18日（水）
3月 6日（金） 東一口（国道１号以西）

「
プ
ラ
マ
ー
ク
製
品
」
の

分
別
収
集
を
推
進

　

町
で
は
、
１
月
か
ら
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
ご
み

を
「
プ
ラ
マ
ー
ク
製
品
」
と
し
て
分
別
収
集
・
リ
サ
イ
ク

ル
し
て
い
ま
す
。

　

リ
サ
イ
ク
ル
す
る
こ
と

で
、
ご
み
の
減
量
に
加
え
、

ご
み
処
理
経
費
の
軽
減
と

資
源
の
再
利
用
を
図
る
循

環
型
社
会
の
推
進
に
も
役

立
ち
ま
す
。
今
後
も
、“
分

け
れ
ば
資
源
、
混
ぜ
れ
ば

ご
み
”
を
皆
さ
ん
一
人
ひ

と
り
が
意
識
し
て
、
分
別

収
集
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

１
月
か
ら
一
部
の
ご
み

の
収
集
日
が
下
表
の
と
お

り
変
更
に
な
っ
て
い
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
環
境
保
全
課

野
焼
き
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
！

　

屋
外
で
ご
み
を
燃
や
す
い
わ
ゆ
る
「
野
焼
き
」
は
、「
廃

棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」
で
一
部
の
例
外

を
除
き
、
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ご
み
を
処
分
す
る
場
合
は
、
収
集
日
に
所
定
の
場
所
に

出
す
な
ど
し
て
、
適
正
に
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

　

例
外
的
に
認
め
ら
れ
て
い
る
焼
却
行
為（
農
業
な
ど
を

営
む
た
め
に
や
む
を
得
な
い
焼
却
な
ど
）で
あ
っ
て
も
、
近

隣
住
民
に
迷
惑
が
か
か
る
な
ど
、
生

活
環
境
へ
の
影
響
が
認
め
ら
れ
る
場
合

は
、
速
や
か
に
野
焼
き
は
や
め
ま
し
ょ

う
。　
　
　
　

問
合
せ
／
環
境
保
全
課

　 変更前 変更後
缶類 第1・3水曜日 第2・4水曜日
発泡トレイ
発泡スチロール 第2・4水曜日 週1回　各地域の「プラ

マーク製品」の収集日

ペットボトル
キャップ

「燃やすごみ」の収
集日

週1回　各地域の「プラ
マーク製品」の収集日

各公共施設等での
回収 各公共施設等での回収

資料：町民アンケート（平成25年）、厚生労働省
「国民健康・栄養調査」(平成21年）

110番消費生活消費生活 vol.195

ある日電話が鳴り、受話器を取
ると、「○○社から何か封筒は届い
ていませんか。○○社が販売して
いる商品は封筒が届いた個人でし
か購入ができません。当社は○○
社の商品が欲しいのですが、当社
には封筒が届きませんので、代わ
りに買っていただければ高値で買
い取らせていただきます」と、知ら
ない会社から…。

このような電話がかかってきた
ことはありませんか？　これは

「買え買え詐欺」や「儲かります詐
欺」と呼ばれる「劇場型勧誘詐欺」
の一つです。

様々な詐欺の手口が巧妙化、悪
質化していますが、消費者の弱い
部分を巧みに利用し、「儲かる！」
と手を出した挙げ句、詐欺に巻き
込まれてしまうのが「劇場型勧誘
詐欺」の特徴です。
買え買え詐欺の手口
① 消費者の自宅にA社（販売会社）

の未公開株、怪しい社債、ファン
ド、怪しい権利取引等のパンフレ
ットや申込書が送られてくる。

② B社から「A社の封筒は届いてい
ないか。A社が販売している商品
は大変価値があるが、封筒が届い
た個人しか購入することができな
い。代わりに買ってくれれば権利
を高値で買い取る」または「代理
で購入してほしい。謝礼を支払う」
などと電話で消費者に勧誘し契約
をあおる。

③ 消費者がA社に商品の購入を申し
込み、代金を支払う。

④ 最終的にA社・B社ともに連絡が
取れなくなる。商品だけが消費者
の手元に残る。
最近の事例では、東京オリンピッ

クの観戦チケットや、有料老人ホー
ムや介護施設の入居の権利、iPS細
胞の関連会社の株など、話題性のあ
る出来事に便乗してだますことが多
くなってきています。

「代わりに申し込んで」、「名義を
貸して」、「あなたの名前で買った」
などと持ちかけてくる不審な電話
は「買え買え詐欺」です。相手にせ
ず、すぐに電話を切るようにしま
しょう。

万が一、業者とやり取りをして
しまった場合でも、相手の話をう
のみにせず、絶対にお金を支払わ
ないようにしましょう。

◆
不審な電話の情報は、トラブ

ルを未然に防ぐために役立つ情
報となります。不審な電話がか
かってきたり、トラブルに巻き込
まれたら、一人で悩まず京都府消
費生活安全センター☎075（671）
0004または、京都府山城広域振
興 局 商 工 観 光
室 ☎0774（21）
2103、または役
場産業課へご相
談ください。

代わりに買ってくれませんか？
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環境保全のコーナー 2月のごみ・し尿収集日

1月1日現在��久御山町の人口��16,390人（男8,162人、女8,228）　世帯数�6,809

町公共機関電話番号等

課別ダイヤルイン等
総 務 課 ☎ 631-9991/45-3922

somu@town.kumiyama.lg.jp
075（632）1899

長寿健康課 ☎ 631-9903/45-3904
choju@town.kumiyama.lg.jp
075（632）5933

075（632）5933

税 務 課 ☎ 631-9926/45-3908
zeimu@town.kumiyama.lg.jp

環境保全課 ☎ 631-9917/45-3907
kankyo@town.kumiyama.lg.jp
075（632）5558

行財政課 ☎ 631-9992/45-3924
gyozai@town.kumiyama.lg.jp
075（632）1899

国保医療課 ☎ 631-9913/45-3906
kokuho@town.kumiyama.lg.jp
075（632）5933

住民福祉課 ☎ 631-9902/45-3902
jumin@town.kumiyama.lg.jp
075（632）5933

都市整備課 ☎ 631-9961/45-3912
toshi@town.kumiyama.lg.jp
075（631）6149

産 業 課 ☎ 631-9964/45-3914
sangyo@town.kumiyama.lg.jp
075（631）6149

議会事務局 ☎ 631-9996/45-0105
gikai@town.kumiyama.lg.jp
075（632）3000

075（631）6129

学校教育課 ☎ 631-9974/45-3917
gakkyo@town.kumiyama.lg.jp

消防本部 ☎ 631-1515
shobo@town.kumiyama.lg.jp
075（632）5382

上下水道課 ☎ 631-9987/45-3919
suido@town.kumiyama.lg.jp
0774（46）0086

会 計 課 ☎ 631-9932/45-3909
kaikei@town.kumiyama.lg.jp
075（632）1899

社会教育課 ☎ 631-9980/45-3918
shakyo@town.kumiyama.lg.jp
075（631）6129

図 書 館 ☎ 0774（45）0003
toshokan@town.kumiyama.lg.jp
0774（46）5690

久御山町役場（代表）　　　　☎ 075（631）6111/0774（45）0001　　075（632）1899

まちの駅クロスピアくみやま

健康センター いきいきホール

ふれあい交流館 ゆうホール

子育て支援センター あいあいホール

体育協会（総合体育館内）

総合体育館

老人福祉センター 荒見苑

社会福祉協議会

中央公民館

御牧保育所
佐山保育所
宮ノ後保育所
御牧幼稚園
佐山幼稚園
東角幼稚園

☎ 075（632）2300　　075（632）2001

☎ 0774（41）3466　　0774（44）1199

☎ 0774（44）2205　　0774（44）2203

☎ 0774（45）0002　　0774（46）5610

☎ 0774（41）2263　　0774（41）2283

☎ 0774（44）3700　　0774（44）2203

☎ 0774（44）3405　　0774（44）7801

☎ 075（631）0022　　075（632）3001

☎ 075（631）1000　　075（632）0031
☎・　 075（631）2475
☎・　 0774（43）2970
☎・　 0774（43）4906
☎・　 075（631）4531
☎・　 0774（43）8644
☎・　 0774（44）4966

燃やすごみ
月・木 佐古、新開地、佐山、籾池、双栗、市田、鈴間、田井、荒見、下津屋、

下津屋サンハイツ、島田、東島田、森、坊之池、野村、村東

火・金
松陽台、サンタウン佐山、佐山サンハイツ、栄1・2丁目、栄 3・4丁目、ハ
イツ西宇治、清水、林、西武西林、ミサワ林、大橋辺、北川顔、藤和田、
近協パレス、中島、西一口、東一口、相島、下津屋団地、東佐山団地、久
御山団地（17棟～29 棟前のごみ集積所）

水・金 久御山団地（3 棟～ 5 棟、7 棟、10 棟～14 棟、34 棟～ 41棟、43 棟～
44 棟前のごみ集積所）

燃やさないごみ
月 松陽台、サンタウン佐山、佐山サンハイツ、大橋辺、北川顔、藤和田、近協パレス、

中島、西一口、東一口、相島
火 佐古、新開地、佐山、籾池、双栗、市田、鈴間

水 東佐山団地、久御山団地

木 栄 1・2丁目、栄 3・4丁目、清水、ハイツ西宇治、林、西武西林、ミサワ林

金 田井、荒見、下津屋、下津屋サンハイツ、下津屋団地、島田、東島田、坊之池、
森、野村、村東

プラマーク製品
月 栄 1・2丁目、栄 3・4丁目、清水、ハイツ西宇治、林、西武西林、ミサワ林

火 島田、東島田、坊之池、森、野村、村東、田井、荒見、下津屋、下津屋団地、
下津屋サンハイツ

水 東佐山団地、久御山団地

木 松陽台、サンタウン佐山、佐山サンハイツ、大橋辺、北川顔、藤和田、近協パレス、
中島、西一口、東一口、相島

金 佐古、新開地、佐山、籾池、双栗、市田、鈴間

リサイクルごみ

ペットボトル
紙パック

 4日（第1水曜日）
18日（第 3 水曜日）

缶
びん

11日（第 2 水曜日）
25日（第 4水曜日）

＊�ペットボトルのキャップとラベルははず
して「プラマーク製品」として出してく
ださい。

使用済み天ぷら油

11日
（第 2 水曜日）

※�指定の場所に、油のはいっていた容
器等に入れて出してください。
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ヘルシークッキング

この広報は、環境にやさしい植物インキ、再生紙を使用していますこの広報は、環境にやさしい植物インキ、再生紙を使用しています

エネルギー　84キロカロリー／１人分
塩分　　　　0.1 グラム

　おからを加えることで、小麦粉を通
常の半分に減らせます。食物繊維も豊
富なので血糖値の上がり具合をゆるや
かにします。

長寿健康課

vol.193 チョコレートケーキ

作り方

①
②

③

ボールにＡを混ぜ合わせる。
型に合わせてオーブンシート
を敷く。オーブンを 180℃
に予熱する。
別のボールにＢを入れ、ゴム
べらで砂糖が溶けるまでよく
混ぜる。おからを加えてざっ
くり混ぜ、「①」をふるい入

れて切るように混ぜる。
型に「③」を流し入れ、台に
打ち付けて空気を抜き、ゴム
べらで表面を平らにならす。
オーブンで30分焼く。
型からはずして冷まし、マー
マレードを表面にぬってシナ
モンを振り、６等分に切る。

④

⑤

●材料（5㎝×15㎝パウンド型分）
おから
マーマレード
シナモンパウダー

25ｇ
小さじ1/2

少々

薄力粉
ﾋﾟｭｱｺｺｱﾊﾟｳﾀﾞｰ
ﾍﾞｰｷﾝｸﾞﾊﾟｳﾀﾞｰ

A
50ｇ
15ｇ

小さじ1

B
牛乳
砂糖
サラダ油

1/2カップ強
20ｇ

大さじ１
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東一口のふるさとを学ぶ会の皆さん
(旧山田家住宅前)

　

干
拓
さ
れ
る
ま
で
巨
椋
池
の
漁
業
集
落
と
し
て
栄

え
て
き
た
東
一
口
に
は
、
大
庄
屋
で
あ
り
巨
椋
池
漁
業

権
の
総
帥
で
あ
っ
た
山
田
家（
国
の
登
録
有
形
文
化
財
）

を
は
じ
め
、
安
養
寺
に
伝
わ
る
弥
陀
次
郎
伝
説
や
双
盤

念
仏
、
京
都
府
無
形
民
俗
文
化
財
指
定
の
「
と
ん
ど
」

な
ど
豊
富
な
歴
史
や
貴
重
な
文
化
財
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
巨
椋
池
が
干
拓
さ
れ
て
70
年
余
り
が
経
過

し
、
昔
こ
の
地
に
広
大
な
池
が
あ
っ
た
こ
と
さ
え
知
る

人
も
少
な
く
な
り
、
も
う
一
度
ふ
る
さ
と
の
歴
史
を
見

つ
め
、
継
承
し
て
い
き
た
い
と
、
平
成
24
年
に
「
旧
山

田
家
住
宅
」
を
拠
点
に
、「
東
一
口
の
ふ
る
さ
と
を
学
ぶ

会
」
が
発
足
し
ま
し
た
。

　

会
員
数
は
現
在
22
人
。
東
一
口
を
中
心
に
、歴
史
・
文

化
に
造
詣
が
深
い
人
や
、
動
植
物
の
生
態
や
栽
培
に
強

い
人
、
料
理
が
得
意
な
人
な
ど
幅
広
く
人
材
が
集
ま
っ

て
い
ま
す
。
そ
れ
だ
け
に
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
が
企
画
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

1
月
11
日
に
は
、
旧
山
田
家
住
宅
の
一
般
公
開
と
と

も
に
、
地
元
東
一
口
産
の
淀
大
根
を
使
っ
た
「
大
根
炊

き
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
町
内
外
か
ら
約
１
４
０
人

が
訪
れ
、
前
日
か
ら
準
備
し
た
１
０
０
食
分
は
あ
っ
と

い
う
間
に
完
売
、じ
っ
く
り
味
の
し
み
込
ん
だ
大
根
に
、

参
加
者
は
「
お
い
し
い
!
」
と
、
舌
鼓
を
打
っ
て
い
ま

し
た
。

　

学
ぶ
会
で
は
、こ
の
ほ
か
に
春
の
桜
祭
り
や
、夏
に
は

か
つ
て
巨
椋
池
で
自
生
し
て
い
た
蓮
の
生
け
花
な
ど
、

年
に
3
、
4
回
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。
旧
山
田
家
住
宅

の
公
開
と
合
わ
せ
て
、
あ
り
し
日
の
巨
椋
池
の
姿
や
古

図
、
干
拓
時
の
写
真
な
ど
も
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
活
動
を
通
じ
て
、
地
元
の
人
だ
け
で
な
く

大
学
の
教
授
な
ど
歴
史
や
自
然
を
研
究
す
る
人
た
ち

の
関
心
が
高
ま
り
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。

　

学
ぶ
会
代
表
の
山
田
武
司
さ
ん
は
「
東
一
口
の
人
で

さ
え
、山
田
家
は
知
っ
て
い
る
が
、初
め
て
屋
敷
内
を
見

せ
て
も
ら
っ
た
と
い
う
人
も
多
く
、
歴
史
に
つ
い
て
の

理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
機
会
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今

後
も
地
道
に
息
の
長
い
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
」
と

抱
負
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

東
一
口
の
ふ
る
さ
と
を
学
ぶ
会

旧
山
田
家
住
宅
拠
点
に

ふ
る
さ
と
の
歴
史
伝
承
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